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職務の為出席者

議会事務局長 羽根川政昭 書 記 脇 俊明

書 記 上野隆志 書 記 玉本真也

提 出 議 案 別紙のとおり

会議録署名議員

１番 奥村 仁 ２番 東 貴雄

議事の顛末 左記のとおりを記載する。
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（午前 ９時 ２６分）

川端龍雄議長

皆さん、おはようございます。

開会に先立ち、少し時間をいただきたいと思います。

本年８月３日に開催されました三重県町村議会議長会定例総会において、町村議会議員と

して、満２１年以上の在職者に対する表彰と、議会事務局職員としての１３年以上の在職者への

表彰が行われました。

本日は、議会事務局職員として、１３年以上在職された、前議会事務局長の中野直文氏への

表彰状の伝達式を行いたいと思いますので、議場への入場を許可いたします。

（中野直文氏：議場入場）

川端龍雄議長

表彰状、紀北町 中野直文様。

あなたは多年議会事務局職員として職務に精励し議会の運営に尽くされた功績はまことに

大であります。よって、ここに記念品を贈り表彰いたします。

平成２３年８月３日 三重県町村議会議長会 会長 飯田徳昭

どうもおめでとうございます。ご苦労さんでした。

（拍 手）

川端龍雄議長

なお、町村議会議員として、満２１年以上の在職者への表彰につきましては、私、川端龍雄

が、８月３日の三重県町村議長会定期総会において、表彰状と記念バッジを受けております

ので、ご報告のみとさせていただきます。

（拍 手）

川端龍雄議長

以上で、表彰状の伝達式を終了いたします。

ご協力ありがとうございました。

それでは、会議を進めます。

ただいまの出席議員は１７名であり、定足数に達しております。

定刻に達しましたので、これより平成２３年９月紀北町議会定例会を開会いたします。
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なお、１０番 東篤布君から所用のため欠席との連絡を受けておりますので、ご報告いたし

ます。

会期日程並びに議事日程につきましては、お手元に配付のとおりでありますので、ご了承

ください。

なお、今期定例会において、議会放送番組収録のため、ＺＴＶ及び企画課職員による撮影

などを許可することにいたします。

それでは、会期日程並びに議事日程を、議会事務局長に朗読させます。

羽根川議会事務局長。

羽根川政昭議会事務局長

おはようございます。

それでは、会期日程並びに議事日程を朗読いたします。

日程、第１日、９月６日、火曜日、９時３０分、本会議。開会、議案上程、説明、質疑、委

員会付託、なお一般質問の受付締切は、午後５時までとなっております。

第２日、９月７日、水曜日、休会。常任委員会開催予定日。

第３日、９月８日、木曜日、休会。常任委員会開催予定日。

第４日、９月９日、金曜日、休会。常任委員会開催予定日でございます。

第５日、９月１０日、土曜日、休日。

第６日、９月１１日、日曜日、休日。

第７日、９月１２日、月曜日、休会。

第８日、９月１３日、火曜日、９時３０分、本会議、一般質問。

第９日、９月１４日、水曜日、９時３０分、本会議、一般質問。

第１０日、９月１５日、木曜日、９時３０分、本会議、一般質問でございます。

第１１日、９月１６日、金曜日、９時３０分、本会議、委員長報告、質疑、討論、採決、閉会と

なります。

続きまして、

平成２３年９月紀北町議会定例会議事日程（第１号）

平成２３年９月６日、火曜日、９時３０分開議。

第１ 会議録署名議員の指名

第２ 会期の決定

第３ 諸般の報告
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第４ 行政報告

第５ 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

第６ 諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

第７ 議案第３０号 紀北町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること

について

第８ 議案第３１号 紀北町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること

について

第９ 議案第３２号 紀北町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること

について

第１０ 議案第３３号 平成２３年度紀北町一般会計補正予算（第３号）

第１１ 議案第３４号 平成２３年度紀北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

第１２ 議案第３５号 平成２３年度紀北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

第１３ 議案第３６号 平成２３年度紀北町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

第１４ 認定第２号 平成２２年度紀北町一般会計歳入歳出決算認定について

第１５ 認定第３号 平成２２年度紀北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て

第１６ 認定第４号 平成２２年度紀北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

第１７ 認定第５号 平成２２年度紀北町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て

第１８ 認定第６号 平成２２年度紀北町水道事業会計決算認定について

第１９ 報告第６号 平成２２年度健全化判断比率の報告について

第２０ 報告第７号 平成２２年度公営企業にかかる資金不足比率の報告について

第２１ 報告第８号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定及び和解について）

第２２ 報告第９号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定及び和解について）

第２３ 請願案件

以上でございます。

川端龍雄議長

これから本日の会議を開きます。
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日程第１

川端龍雄議長

日程第 １ 会議録署名議員の指名を行います。

会議規則第 １１９条の規定に基づき、本日の会議録署名議員に、

１番 奥村 仁君

２番 東 貴雄君

のご両名を指名いたします。

日程第２

川端龍雄議長

次に、日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日９月６日から９月１６日までの１１日間にしたいと思いますがご異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

異議なしと認めます。

したがって、本定例会の会期は本日９月６日から９月１６日までの１１日間とすることに決定

しました。

日程第３

川端龍雄議長

次に、日程第３ 諸般の報告を行います。

去る８月２９日と９月５日に、議会運営委員会が開催され、９月定例会に関する運営等につ
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いての協議が行われました。その確認事項について、ご報告申し上げます。

まず、定例会に提案され受理した案件は、諮問２件、議案については第３０号から第３６号ま

での７件、認定案件が５件、報告が４件、合計１８件であります。また、請願３件を受理いた

しております。

次に、決算審査については、議員の申し合わせにより、決算特別委員会を設置して審査す

ることになっております。議会運営委員会において、特別委員会の設置に関して協議をいた

だきました結果、決算特別委員会の委員の定数は７名とし、構成については、総務財政常任

委員会から２人、教育民生常任委員会から３人、産業建設常任委員会から２人を選出してい

ただきます。なお、議案については、本日の本会議において、追加議案として提出したいと

思っております。各常任委員長において、休憩中にそれぞれ委員の選出をしていただくよう

お願い申し上げます。

次に、一般質問についてでありますが、日程は３日間予定しておりますが、通告を締め切

った時点で、一般質問の日程を調整させていただくことになります。なお、通告書の受付は、

本日午前８時３０分から受付を開始し、締切は午後５時までとなっております。

決算認定議案の説明などで、会議が長引くことも考えられますので、通告書の締切時間に

は、十分注意してくださるようお願いいたします。なお、質問の内容については、具体的に

記載することになっており、単なる質問項目のみで、要旨が記載されていない通告書は受理

しない場合もありますので、ご注意ください。

次に、地方自治法第 ２３５条の２第１項の規定による例月出納検査について、平成２３年度普

通会計の５月分から７月分と、平成２３年度水道事業会計の５月分から７月分について、同条

第３項の規定により監査委員から報告を受けております。報告書は議会図書室に保管してあ

りますので、ご覧ください。

次に、一部事務組合の開催についてであります。

１０月１３日木曜日、午前１０時から東紀州農業共済事務組合議会の開催という連絡を受けてお

ります。組合議員におかれましては、出席くださるようお願い申し上げます。

次に、地方自治法第 １２１条の規定により、提出案件等の説明のため、あらかじめ出席を求

めましたところ、尾上町長をはじめ、大和教育委員長、井上監査委員、その他関係課長等の

出席がありましたので、ご報告を申し上げます。なお、奥川水道課長に代わって、橋倉水道

課副参事が出席することを許可しております。

次に、会議における服装についてであります。９月３０日までの会議はクールビズを実施す
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ることにいたしております。本会議については、上着を着装することとし、ノーネクタイと

します。なお、ワイシャツについては華美なものを避けることをお願いいたします。常任委

員会や全員協議会の会議においては、クールビズを実施します。また、議員バッジについて

は本会議は付けることとし、その他委員会では義務付けをしないことにしております。

次に、第６回紀北町高齢者福祉大会が、９月１７日土曜日の午前１０時から東長島公民館にお

いて開催されます。多忙な折とは存じますが、ご出席のほどをお願いいたします。

次に、９月２１日から９月３０日までの１０日間で、秋の交通安全運動が展開されます。議員並

びに町関係職員、町民の皆様におかれましては、事故の悲惨な実態を深く認識され、人命尊

重を町政の基本理念として、町民総ぐるみで決意を新たにして交通安全運動を強力に展開し

ていくことが大切だと思っております。

また、９月２９日午後３時半から、東長島公民館において、交通安全ポスター優秀作品表彰

式に引き続き、交通安全パレードを計画していると伺っております。町民一人ひとりの深い

ご理解と積極的なご協力によって、初めてその効果を期待しうるものであります。なにとぞ

多くの方のご参加をお願い申し上げます。

最後に、常任委員会の開催についてであります。先ほど議決いただきました会期日程のと

おり、７日から９日までの３日間で、常任委員会の開催を予定しております。開催日につい

ては、委員長において調整を行っていただき、本日の会議の終わりに報告させていただきた

いと思いますので、ご協力のほどお願いします。

以上で、諸般の報告を終わります。

日程第４

川端龍雄議長

次に、日程第４ 行政報告について、町長から申し出がありましたので、許可することと

いたします。

尾上町長。

尾上壽一町長

皆さん、おはようございます。

本日は定例会の開催要請をさせていただきましたところ、多数のご出席を賜り厚く御礼を
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申し上げます。早速ですが、本議会定例会にあたりまして、６件の行政報告をさせていただ

きます。

まず、元紀伊長島町長、東智氏のご逝去と、叙位叙勲の栄誉についてでございます。去る

６月１７日、元紀伊長島町長の東智さんが逝去されました。東氏におかれましては、長島町議

会議員を１期、長島町及び紀伊長島町で４期の多年にわたり町長として、町の発展に多大な

ご尽力をされ、現在の紀北町の礎を築いていただいた方でございます。

故人の優れた識見と類まれな実行力、指導力はもっとも定評とするところで、多くの方が

敬服をするところであり、町といたしましても今後の行政運営に活かしていきたいと考えて

おります。

また、故人の生前のご功績に対しまして、正六位に叙せられ、旭日双光章が授与されまし

たので、合わせてご報告をいたします。ここにご生前のご活躍に敬意と感謝を申し上げると

もに、謹んで哀悼の誠を捧げ、衷心よりご冥福をお祈り申し上げます。

次に、台風第１２号に関するご報告を申し上げます。

台風第１２号の影響によりまして、９月１日午後９時９分に、大雨警報、土砂災害が発表さ

れ、ただちに本庁に紀北町災害対策本部を、紀伊長島総合支所に紀北町災害対策支部を設置

いたしました。台風の接近に伴い、２日午後０時５０分に暴風警報が発表され、台風の進行速

度が大変遅かったため、３日午後４時３６分まで、２７時間以上にわたって暴風警報が継続いた

しました。また、長時間にわたる大雨により、同じく３日午後４時３６分に洪水警報が発表さ

れました。

長時間の大雨により大量の水分が土壌に蓄積されたことから、３日午後６時１５分には、土

砂災害警報情報も発表されました。このため、災害対策本部では同日の午後６時４８分、木津

・便ノ山地区に対して、土砂災害に対する注意喚起を行いました。

さらに木津地区が、土砂崩落等の危険基準線を超えることが予測されたため、４日午前２

時３０分に避難勧告を発令しました。また、銚子川の水位が上昇しつつあったため、午前３時

２０分に、銚子川流域の便ノ山・鷲毛・宇山地区に対しまして、避難勧告を発令し、警戒にあ

たりました。

一方、災害対策支部紀伊長島区では、４日午前８時１０分に、土砂災害に対する注意喚起を

行いました。また、山本地区で赤羽川の水位が上昇したことから、同日、午前１１時５０分に山

本地区に避難準備情報を発令し、警戒にあたりました。

次に、避難者の状況でございますが、海山区８カ所、紀伊長島区８カ所の計１６カ所の避難
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所に、最大で ２７３人の方が避難をされました。

主な被害状況でございますが、９月５日午後５時現在、人的被害はなく、住家被害は一部

損壊が３棟、床上浸水２０棟、床下浸水８５棟でありました。道路冠水は町内各所で発生をいた

しました。また、養殖魚が大量にへい死しており、引き続き調査を進めているところでござ

います。

海山区では矢口浦ムナシ地区で、裏山の土砂が崩落し住家と軽自動車に被害があり、相賀

地区を中心として、多くの道路が冠水したほか、林道、水田などの被害がありました。

紀伊長島区では、国道 ４２２号、大原地区、和合橋左岸側の橋台が、洗掘されたほか、出垣

内地区など区内各所で、道路など冠水したほか、町道・林道などで土砂崩れなどの被害を受

けております。なお、被害につきましては、さらに調査を進めているところでございます。

今回の台風１２号で警戒にあたっていただきました消防団長はじめ団員・消防署員の皆様方

には、長時間にわたり大変ありがとうございました。また、避難施設等で対応にあたってい

ただきました各自治会、自主防災会の皆様、警戒にあたりご助言をいただきました議員各位

には、大変感謝を申し上げる。

次に、水谷建設株式会社の野々瀬土砂採取計画の経過報告についてでございますが、平成

２３年４月２８日に、三重県に提出された水谷建設の採取計画認可申請書につきましては、内容

等に不備があり、平成２３年６月６日に県から採石事業計画認可申請に係る補正依頼が出され

ていること。土砂採取計画の認可申請に伴う意見書の提出を、紀北町が求められる時期につ

きましては、現在、未定であることを、平成２３年６月定例会一般質問でお答えをさせていた

だいたところでございます。

その後の経過等を県に確認いたしましたところ、平成２３年７月２９日に水谷建設より、内容

補正に対する回答が出されており、現在、県において内容等の確認審査を行っているところ

であるお聞きいたしております。

今後、県の審査により再修正がない場合には、９月末ごろ、再修正が生じた場合には、１０

月中旬ごろ紀北町に対しまして、土砂採取計画の認可申請に伴う意見書の提出が求められる

とのことであり、その時点におきまして、議員の皆様にも詳しくご説明できるものと考えて

おります。

続きまして、ご寄付の報告をさせていただきます。これほど、滋賀県湖南市に本社を有す

る「喜楽鉱業株式会社」代表取締役 小宮山雅弘様より、創業５０周年記念事業の一環として

１００万円。東京都文京区に組織を置く「伊勢志摩ふるさと交流会」会長 三浦照幸様より、
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東日本大震災に伴う当地域の震災被害見舞金として３０万円のご寄付をいただきました。

また、東京都大田区にご在住の楠慶子様より、町内に所有する山林ほか４０筆、合計６万 ５

８６㎡の物件をご寄付いただきました。

以上、ご寄付をいただきました方々に対しまして、心より感謝申し上げますとともに、そ

の趣旨に沿い今後有効に活用させていただきたいと存じますので、ここにご報告を申し上げ

ます。

次に、台風第１２号により被災した紀宝町への支援についてでございますが、昨日、台風１２

号来襲に伴う洪水で被災した、紀宝町、御浜町、熊野市の状況調査のため、職員２名を派遣

いたしました。特に紀宝町では、水道施設の損壊から、水不足が深刻で、給水支援の要請が

あったことから、三重県水道災害給水応援協定に基づく応援活動として、本日午前６時に、

職員４名、水２ℓ入りペットボトルを ６００本、給水タンク２㎥と １．５㎥の２基を積み込んだ

トラック２台と、乗用車１台を急遽派遣いたしました。

被災地の水道施設の復旧までは、相当の日数がかかる見込みとお聞きしていることから、

現地の要望があり、諸事情の許す限り支援を続けたいと考えております。なお、派遣に要す

る経費につきましては、派遣先の状況次第で、流動的な要素が多いことから、流用も含め既

決予算の中で対応させていただくこととし、詳細が決まり不足が生じましたら、補正予算を

計上させていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げます。

次に、福島県への職員派遣についてでございますが、都道府県選挙管理委員会連合会長か

ら東日本大震災の影響により延期されている、福島県内の選挙事務所への支援要請がありま

したので、被災地の現状を勘案し、紀北町選挙管理委員会と相談の上、選挙事務経験のある

職員を延べで２名ほど派遣することといたしました。派遣先は、現在、福島県会津美里町に

役場機能を移転している、福島県楢葉町で、１１月ごろに桑名市選挙管理委員会と共同で支援

をする予定となっております。

なお、派遣に要する経費につきましては、既決いただいております東日本大震災復興支援

事業予算の中で対応させていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いを申し上げ

ます。

以上、６件をご報告いたしまして、９月定例会にあたりましての行政報告とさせていただ

きます。以上です。

川端龍雄議長

以上で、行政報告を終わります。
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お諮りします。

日程第５ 諮問第３号から、日程第９ 議案第３２号までの５件については、人事案件であ

るため、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会への付託を省略し、本会議での審議と

したいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

異議なしと認めます。

したがって、諮問第３号ほか４件については、委員会への付託を省略し、本会議で審議す

ることに決定しました。

お諮りします。

人事案件５件については、提案者より提案理由の説明並びに内容説明を求めるため、一括

議題としたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

異議なしと認めます。

したがって、一括議題とすることに決定しました。

それでは、提案者から一括して提案理由の説明を求めます。

尾上町長。

尾上壽一町長

それでは、本日、本議会定例会に上程をいたしました人事案件につきまして、提案理由を

ご説明申し上げます。

諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについてでありますが、

現人権擁護委員の海山区白浦１１番地２ 廣瀬梅代氏が、本年１２月３１日をもって任期満了とな

ります。同氏におかれましては、平成２１年１月から人権擁護委員としてご尽力をいただいて

おります。つきましては、人権擁護に理解があり、日頃から地域に根ざした活動を行ってい

る同氏を引き続き推薦いたしたく意見を求めるものであります。

諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについてにつきましても、

現人権擁護委員の紀伊長島町区島原３５３４番地 上野まみ氏が、本年１２月３１日をもって任期満

了となります。同氏におかれましては、平成２１年１月から人権擁護委員としてご尽力をいた

だいております。つきましては、人権識見が高く積極的に職務を遂行している同氏を引き続
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き、推薦いたしたく意見を求めるものであります。

議案第３０号から議案第３２号までの紀北町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を

求めることについての３議案でありますが、現紀北町固定資産評価審査委員会委員の奥田眞

介氏、岡本哲男氏、村島赴郎氏が、本年１１月２７日をもって任期満了となります。３氏におか

れましては、紀北町固定資産評価審査委員会委員としてご尽力をいただいており、当委員と

して識見を有する３名を引き続き選任いたしたく、議案第３０号で、紀伊長島区東長島 ２８７番

地１９ 奥田眞介氏。議案３１号で、海山区上里 ９４３番地 岡本哲男氏。議案第３２号で、紀伊長

島区島原２９５５番地の１ 村島赴郎氏を選任する同意を求めるものであります。

人事案件は以上５件であります。ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。

川端龍雄議長

以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、各議案に対する質疑を行います。

日程第５

川端龍雄議長

日程第５ 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて議題

といたします。

質疑を行います。

質疑される方はございませんか。

５番 瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

諮問３号も４号もですけどね、どこへ推薦するんですか、これは。推薦するところが書い

てないですね。お答え願います。

川端龍雄議長

住民課長。

工門利弘住民課長

お答えいたします。これは人権擁護委員法によりまして、第６条でですね、人権擁護委員

は法務大臣が委嘱するということになっておりまして、それを町長が議会のですね、意見を
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聞いて、候補者を推薦するということになっておりますので、法務大臣宛に推薦書を出すと

いうことになっております。

川端龍雄議長

瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

これ町長、知らなんだと思うんですよ。だからここに推薦するとこが、法務大臣に推薦す

るというふうに書かんことにはですね、この法律を調べんとわからんわけですよ。今、住民

課長がおっしゃったようにですね、町長、知ってなかったでしょう、法務大臣に推薦すると

いうこと。課長が答えたんだから。

川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

この質疑はですね、基本的に課長が直接答えていいということですので、私から答弁いた

しませんでした。

尾上壽一町長

はい、存じてました。

ほかに質疑される方はございませんか。

以上で、質疑を終了いたします。

日程第６

川端龍雄議長

次に、日程第６ 諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについ

てを議題といたします。

質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終了します。
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日程第７

川端龍雄議長

次に、日程第７ 議案第３０号 紀北町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについてを議題といたします。

質疑を行います。質疑される方はございませんか。

５番 瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

固定資産のその人選というよりも、固定資産評価委員ですね、その固定資産というのは、

どれとどれをさすのか、評価される方がね。それに対するご答弁をお願いいたします。

川端龍雄議長

家崎税務課長。

家崎英寿税務課長

土地、建物です。それと、償却資産です。

川端龍雄議長

よろしいですか。

５番 瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

私もそのとおりだと思っておりました。そしてですね、これ一物四価とかというその固定

資産の評価があるわけですね。どういう形で、評価委員がその固定資産についてですね、当

町の固定資産の特に土地については、非常にバラツキがありますね。建物についてもやはり

木造と鉄骨では、評価額が違います。だから、一物四価っていうて、国交省が路線価で評価

額を出し、それを税務署が８割で税務署が評価をし、当町は７割で評価する。それで競売に

かかった場合は、裁判所が鑑定人を入れて評価をする。そのほかで１物５価という５つ目が

あるわけですね。５つ目というのは、民間の売買についてですね、評価すると。だからそう

いうことも含めて、評価することになっとんのですか。その辺のご答弁をいただきたい。

川端龍雄議長

家崎税務課長。
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家崎英寿税務課長

瀧本議員のおっしゃったとおり、公示価格、これがまず時価ということで、国交省が決め

ます。路線価、国税庁。

固定資産税評価額は地方自治体が決めております。その参考として実勢価格、市場におい

ての現実に成立した価格をもとに決めております。以上です。

川端龍雄議長

瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

そうすると民間の方がですね、これに加わってですね、いわゆるその過去にですね、その

１物４価ですか、１物３価格ですな、を修正されたことがあるんです。この人たちが加わる

ことによって。

川端龍雄議長

税務課長。

家崎英寿税務課長

ありません。

川端龍雄議長

瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

ないということはですね、いわゆるこれは町が任命するわけですから、ただ形ばかりに置

いておくということですか。ないということは。で、年に何回ぐらい開かれとるんですか、

これは。

川端龍雄議長

税務課長。

家崎英寿税務課長

毎年１月に、１月のすいません、毎年１回です。

川端龍雄議長

瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

固定資産というのはですね、結局、１月何というんですか、前年の１２月に評価せんことに

は、評価額が３月の終いで決まるわけですか。評価替は３月のエンドで決まって、４月から
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の評価になるわけですね。そのために、１月に一遍開いておるということですね。あんまり

議論されてないということで、いいですね。

川端龍雄議長

税務課長。

家崎英寿税務課長

固定資産税、紀北町の場合なんで、地方自治体が固定資産の固定資産税評価額を決めるの

が、１月１日に見直しを、３年ごとの１月１日に見直しを行って、固定資産台帳に登録する

ことで決まります。以上です。

川端龍雄議長

ちょっと明確にちょっと課長、答えて。

５番 瀧本攻議員

ちょっと、これこの方たちにですね、なっていただいた方に、昨日も会ったんですけども、

その費用が払われるわけですか。

川端龍雄議長

税務課長。

家崎英寿税務課長

固定資産評価審査委員会の委員さんには、委員会が開催された時の日に、開催された場合、

１日幾らで支払いをさせていただいております。

５番 瀧本攻議員

金額は。

家崎英寿税務課長

金額は ５，０００円です。

川端龍雄議長

ほかに質疑される方はございませんか。

６番 入江康仁君。

６番 入江康仁議員

あのね、今、町長の答弁でですね、私、答えんでも、課長のほうから答えることができる

んでというような答弁いただいたんですけどね、やはりこれは課から推薦してですね、いろ

いろな熟慮した中で、町長決裁でしょう。やはり、町長、それで議会というのは、主に町長

が答弁するということでいくと思う。詳細なことは、各担当課長でいいと思いますけどね、
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町長、やはりあなたも議員１６年やってきとるんだから、そういうとこはやっぱりきちんと大

きな問題のとこだけは、知っていかなければ、今のような議長、答弁ではですね、これ、こ

れからもいろんなところで、議題とまりますと思いますんで、注意しておいてください。

川端龍雄議長

私が。議事進行。

６番 入江康仁議員

議事進行やね。

川端龍雄議長

今までの慣例っていうんですか、今までやはりそういうふうな質疑に対しては、課長が、

町長の代理ですからね、それでそのいろんな補足の面は、町長がしっかりしていただくので。

６番 入江康仁議員

補足が町長、補足は課長と違う。

川端龍雄議長

いえいえ、課長の答弁不足のとこは、町長が明解にご答弁を、今までもしていただくので、

特別町長から見て、課長の答弁がもう少し不足やと思うと、町長が挙手して答弁を求める場

合があります。そのようで、今までのあれでよいと、私はそういうふうな方向性でよいと思

います。

６番 入江康仁議員

いいですか。

川端龍雄議長

質問ですか。

６番 入江康仁議員

はい、質問です。

川端龍雄議長

はい。

６番 入江康仁議員

そいじゃあ担当課長に聞きます。このほんなら人選する時ではですね、これは皆引き続き

の選任ということでやってますけど、どういうところで、これは新しいこの人選もですね、

考えられなかったんですか。これ紀北町となってですね、また新たな出発やってから、約５

年ですか、またその委員会も変えるというような、あれもなかったんですか。そういうとこ
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は、町長と議論しました。これ前の、これも人権擁護の時もそうだったんだけど、僕はこの

時もしなかったんだけど、これ町長のやっぱり決断によるとこが大だと思ったから、私は差

し控えたんだけど、そこはどうですか、課長。

いやいや、課長っていうたもんで、課長に聞いとるんで、その後、あんた補佐しいな。

川端龍雄議長

税務課長。

家崎英寿税務課長

町長には相談させていただきました。以上です。

６番 入江康仁議員

どういうようなこと。

家崎英寿税務課長

３名の方が経験もあることから、適任であるということでお願いしました。

６番 入江康仁議員

ほかの人選はなかったわけ。

家崎英寿税務課長

はい、ほかの委員、人のことは考慮しませんでした。

川端龍雄議長

町長、よろしいですか、町長。

尾上町長。

尾上壽一町長

先ほど課長申し上げましたように、ご相談いただきました。しかしですね、先ほど提案説

明でも行わさせていただきましたですけど、この５名の方ですね、今までも真剣に取り組ん

でいただいておりますので、そういう議論は最初からございませんでした。

川端龍雄議長

ほかに質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終了します。
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日程第９

川端龍雄議長

次に、日程第９ 議案第３２号 紀北町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについてを議題といたします。

質疑を行います。

質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終了します。

川端龍雄議長

諮問案件に対して、議会としての答申の意見を取りまとめるために、ここで１０時２０分まで

暫時休憩します。

（午前 １０時 １０分）

川端龍雄議長

休憩前に引き続き、会議を開きます。

（午前 １０時 ２０分）

日程第５

川端龍雄議長

これから、討論・採決に入ります。

日程第５ 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて、議

題といたします。

討論を行います。
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まず、原案に反対討論される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

次に、原案に賛成討論される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

これで討論を終了し、採決いたします。

お諮りします。

本件については「適任」という意見を付して答申することに賛成の方は挙手願います。

（ 全 員 挙 手 ）

川端龍雄議長

挙手全員です。

したがって、諮問第３号については「適任」という意見を付して答申することに決定しま

した。

日程第６

川端龍雄議長

次に、日程第６ 諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについ

て、議題といたします。

討論を行います。

まず、原案に反対討論される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

次に、賛成討論される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

これで討論を終了し、採決いたします。
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お諮りします。

本件については「適任」という意見を付して答申することに賛成の方は挙手願います。

（ 全 員 挙 手 ）

川端龍雄議長

挙手全員です。

したがって、諮問第４号については「適任」という意見を付して答申することに決定しま

した。

日程第７

川端龍雄議長

次に、日程第７ 議案第３０号 紀北町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについてを、議題といたします。

討論を行います。

まず、原案に反対討論される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

次に、原案に賛成討論される方はありませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

これで討論を終了し、採決いたします。

お諮りします。

日程第７ 議案第３０号について、原案のとおり同意することに賛成の方は、挙手願います。

（ 全 員 挙 手 ）

川端龍雄議長

挙手全員です。

したがって、本案は原案のとおり同意することに決定しました。
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日程第８

川端龍雄議長

次に、日程第８ 議案第３１号 紀北町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについてを、議題といたします。

討論を行います。

まず、原案に反対討論される方はありませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

次に、原案に賛成討論される方はありませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

これで討論を終了し、採決いたします。

お諮りします。

日程第８ 議案第３１号について、原案のとおり同意することに賛成の方は、挙手願います。

（ 全 員 挙 手 ）

川端龍雄議長

挙手全員です。

したがって、本案は原案のとおり同意することに決定しました。

日程第９

川端龍雄議長

次に、日程第９ 議案第３２号 紀北町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについてを、議題といたします。

討論を行います。
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まず、原案に反対討論される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

次に、原案に賛成討論される方はありませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

これで討論を終了し、採決いたします。

お諮りします。

日程第９ 議案第３２号について、原案のとおり同意することに賛成の方は、挙手願います。

（ 全 員 挙 手 ）

川端龍雄議長

挙手全員です。

したがって、本案は原案のとおり同意することに決定しました。

日程第１０～日程第１８

川端龍雄議長

お諮りします。

日程第１０ 議案第３３号から日程第１８ 認定第６号までの９件については、提案理由並びに

内容説明を求めるため、一括議題といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

異議なしと認めます。

したがって、日程第１０から日程第１８までの９件については、一括議題とすることに決定し

ました。

それでは、提案者から一括して提案理由の説明を求めます。

尾上町長。

尾上壽一町長

先ほどの人事案件につきましては、ご推薦及びご同意をいただきまして、ありがとうござ
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いました。

引き続きまして、各議案の提案理由についてのご説明を申し上げます。

議案第３３号 平成２３年度紀北町一般会計補正予算（第３号）でありますが、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ４億 ５，９２８万 １，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ９８億 ６１３万 ９，０００円といたしたいので、議会の議決を求めるものであります。

歳入予算の主なものといたしましては、国庫支出金と県支出金では、補助金と委託金で ２，

６８４ 万円の増、繰越金では一般会計歳計剰余金４億 １，１１７万 ４，０００円の増であります。

一方、歳出予算の内訳といたしましては、総務費の基金積立金等で３億 ５，５１０万 ７，０００円

の増、民生費では安心子ども基金地域子育て創生事業等で ４１３万円 ５，０００円の増、農林水産

業費では農地防災事業や森林ＧＩＳ導入事業等で ２，５５４万円の増、土木費では港湾環境清掃

業務委託事業等で ７４８万 ９，０００円の増、消防費では地震・津波災害避難路等整備事業等で ６，

３５４ 万 １， ０００ 円の増、教育費では国語力向上支援事業等で ３４６万 ９，０００円の増であります。

議案第３４号 平成２３年度紀北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）であります

が、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億 ５１３万 ４，０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２７億 ５，７９１万円といたしたいので、議会の議決を求めるものであり

ます。

歳入予算の主なものといたしましては、繰越金の歳計剰余金で１億 ２，１３０万 ８，０００円の増

であります。一方、歳出予算の主なものといたしましては、後期高齢者支援金と後期高齢者

関係事務費拠出金で ６２７万 ２，０００円の減、介護納付金では介護給付費納付金が １，８１３万 ２，０

００円の増、基金積立金では財政調整基金積立金で ８，８２０万 ４，０００円の増であります。

議案第３５号 平成２３年度紀北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）でありますが、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ ２，５６３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ５億 ９３５万 ３，０００円といたしたいので、議会の議決を求めるものであります。

歳入予算の内訳といたしましては、繰越金の歳計剰余金で ２，５１３万円の増、諸収入では保

険料還付金で５０万円の増であります。

一方、歳出予算の内訳といたしましては、諸支出金の保険料還付金と前年度精算による一

般会計拠出金で ２，５６３万円の増であります。

議案第３６号 平成２３年度紀北町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）であります

が、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ １３６万 ８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１億 ９，６２４万 １，０００円といたしたいので、議会の議決を求めるものであ
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ります。

歳入予算の内訳といたしましては、繰入金の紀北町指定介護老人福祉施設基金繰入金で １，

４２７ 万 １，０００円の減、繰越金では歳計剰余金で １，５６３万 ９，０００円の増であります。

一方、歳出予算の内訳といたしましては、総務費で老人ホーム管理運営事業で １３６万 ８，０

００円の増であります。

認定第２号 平成２２年度紀北町一般会計歳入歳出決算認定について

認定第３号 平成２２年度紀北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第４号 平成２２年度紀北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

認定第５号 平成２２年度紀北町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第６号 平成２２年度紀北町水道事業会計決算認定について

この５件につきましては、一般会計、特別会計並びに企業会計の平成２２年度の決算であり

ますが、認定第２号から第５号までは地方自治法第 ２３３条第３項、認定第６号につきまして

は、地方公営企業法第３０条第２項の規定により、監査委員の意見を付けて、議会の認定を求

めるものであります。

以上、４件の議案、５件の認定につきまして、提案理由をご説明申し上げましたが、詳細

につきましては、それぞれ担当に説明をいたさせます。何とぞ慎重審議のうえ、ご可決賜り

ますよう、よろしくお願いを申し上げます。以上です。

川端龍雄議長

以上で、提案理由の説明を終わります。

続いて、各議案の内容説明を求めます。

それでは、議案第３３号についての内容説明を求めます。

堀財政課長。

堀秀俊財政課長

おはようございます。

それでは、議案第３３号 平成２３年度紀北町一般会計補正予算（第３号）の内容につきまし

て、説明をさせていただきます。

予算書１ページをご覧ください。

平成２３年度紀北町一般会計補正予算（第３号）

平成２３年度紀北町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）
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第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億 ５，９２８万 １，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９８億 ６１３万 ９，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為の補正）

第２条 債務負担行為の追加及び廃止は、「第２表 債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。

平成２３年９月６日提出

紀北町長 尾上壽一

それでは４ページをご覧ください。

第２表、債務負担行為補正、東日本大震災分の漁業近代化資金利子補給契約につきまして、

限度額 ７，２００万円に対する利子補給率１％相当額を追加し、森林資源管理情報システムリー

ス契約については、廃止するものであります。

５ページをご覧ください。

第３表、地方債補正、合併特例事業、限度額６億 ５，９７０万円を ３，７９０万円増額し、６億 ９，

７６０ 万円に変更するものであります。

続きまして、歳入の説明をさせていただきます。８ぺージをご覧ください。

第１３款・国庫支出、第２項・国庫補助金、第６目・土木費補助金は、２４万円を増額し、 ２，

０３６ 万 １，０００円とするものであります。社会資本整備総合交付金の増額によるもので、土木

費の木造住宅耐震補強事業に充当するものであります。

第３項・委託金、第６目・教育委託金は、２４万 ５，０００円を増額するもので、人権教育研究

指定校事業委託金の増額によるものであります。

第１４款・県支出金、第２項・県補助金、第１目・総務費補助金は ４１５万 ８，０００円を増額し、

４，２２３万 ８，０００円とするものであります。市町交通安全対策事業交付金の増額によるもので

あります。

第２目・民生費補助金は ３５０万円を増額し、 ６，８４６万 ７，０００円とするものであります。安

心子ども基金地域子育て創生事業費補助金の増額によるものであります。

９ぺージをご覧ください。

第４目・農林水産業費補助金は １，０３８万 ９，０００円を増額し、１億 ９，５９８万 ２，０００円とする
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ものであります。農業費補助金は地積調査スタートアップ事業費補助金３４万 １，０００円、環境

保全型農業直接支払交付金４万 ６，０００円の増額によるものであります。

林業費補助金は、市町村森林情報緊急整備事業費補助金 ３９０万 ６，０００円の増額によるもの

であります。水産業費補助金は県単沿岸漁場整備事業費補助金 ２００万円増、大規模地震津波

災害緊急対策事業費交付金 ２７１万円の減、漁場復旧対策支援事業費補助金 ６８０万 ６，０００円の

増額によるものであります。第６目・土木費補助金は １２８万円を増額し、 ３５３万 ５，０００円と

するものであります。木造住宅耐震補強事業費補助金の増額によるものであります。第７目

・消防費補助金は３２万円を増額し １，６０６万 ５，０００円とするものであります。地域減災力強化

推進補助金の増額で、家具固定事業に充当するものであります。

第３項・委託金、第６目・土木委託金は ６２０万円を増額し ２，２７９万 ２，０００円とするもので

あります。港湾清掃委託金の増額によるものであります。第７目・消防費委託金は ８，０００円

を増額し、 １３１万円とするものであります。樋門管理委託金の増額によるものであります。

第８目・教育費委託金は５０万円を増額するもので、国語力向上支援事業委託金の増額による

ものであります。

１０ページをご覧ください。

第１５款・財産収入、第１項・財産運用収入、第１目・財産貸付収入は１８万 ９，０００円を増額

し、 ５７１万 ８，０００円とするものであります。引本公民館建物賃貸借料の増額によるものであ

ります。

第２項・不動産売払収入、第１目・不動産売払収入は １３２万円を増額するものであります。

普通財産、土地の売払収入の増額によるものであります。

１１ページをご覧ください。

第１７款・繰入金、第１項・基金繰入金、第１目・財政調整基金繰入金は ４，３８５万 ９，０００円

を減額するものであります。当初予算及び補正予算第１号、第２号で、繰入した金額を今回

の補正で繰戻すものであります。

第２項・特別会計繰入金、第１目・特別会計繰入金は ２，５１３万円を増額するものでありま

す。後期高齢者医療特別会計の前年度事業の精算によるものであります。

第１８款、第１項、第１目・繰越金は４億 １，１１７万 ４，０００円を増額し、４億 ４，５１７万 ４，０００

円とするものであります。一般会計歳計剰余金の増額で、既計上分を含め、今回の補正によ

り、平成２２年度の実質収支額を全額予算計上いたしました。

１２ページをご覧ください。
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第１９款・諸収入、第５項・雑入、第５目・過年度収入は３３万 ９，０００円を増額するものであ

ります。前年度福祉医療補助金、老人保健審査支払事務交付金の精算によるものであります。

第６目・雑入は２４万 ８，０００円を増額し、 ３，６９１万 ７，０００円とするものであります。建設関

係総合賠償金の増額によるものであります。

第２０款、第１項・町債、第７目・消防債は ３，７９０万円を増額し、 ６，４４０万円とするもので

あります。避難路整備事業に合併特例事業債を充当するものであります。

以上で、歳入予算の説明を終わらせていただきます。

次に、歳出予算を説明させていただきます。

１３ページをご覧ください。

第２款・総務費、第１項・総務管理費、第１目・一般管理費は、６万 ７，０００円を増額して、

６億 ７，２８７万 ９，０００円とするものであります。総合住民情報システム等のバックアップデー

タ保管のための委託料の増額であります。

５目・財産管理費は３億 ５，５０４万円を増額し、５億 ５，８９８万 ４，０００円とするものでありま

す。公用車管理事業で老朽による廃車した軽トラック１台の買換購入にかかる経費、７１万 ９，

０００ 円及び基金管理事業で財政調整基金ほかの積立金３億 ５，４３２万 １，０００円を増額するもの

であります。

１４ページをご覧ください。

第３款・民生費、第１項・社会福祉費、第３目・身体障害者福祉費は１９万 ３，０００円を増額

し、３億 ６，４０１万 １，０００円とするものであります。障がい者介護訓練等給付事業で、電算事

務委託料を増額するものであります。

１５ページをご覧ください。

第２項・老人福祉費、第１目・老人福祉総務費は、１８万 ５，０００円を増額し、５億 ２，５８８万

５，０００円とするものであります。落雷により故障した老人福祉センターの電話修繕を実施す

るものであります。

第４目・老人保健費は、５万円を増額し、３０万 ２，０００円とするものであります。前年度の

老人保健事務事業の精算による、国・県負担金と返還金の増額によるものであります。

１６ページをご覧ください。

第３項・児童福祉費、第１項・児童福祉総務費は ３５０万円を増額し、 ２，７２０万 ３，０００円と

するものであります。安心子ども基金地域子育て創生事業費の増額によるものであります。

第４目・母子福祉費は２０万 ７，０００円を増額し、 ３，４１６万 １，０００円とするものであります。
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前年度乳幼児医療費補助金の精算による返還金の増額によるものであります。

１７ページをご覧ください。

第５款・農林水産業費、第１項・農業費、第２目・農業総務費は９万 ２，０００円を増額し、

５，３５０万 ３，０００円とするものであります。環境保全型農業直接支払対策事業費の増額による

ものであります。

第５目・農地費は ３８１万 ８，０００円を増額し、 ５，１８２万 ４，０００円とするものであります。土

地改良事業で台風６号により被災した農業用水施設の修繕料等 １３０万 ５，０００円、農地防災事

業で紀伊長島区山本排水機場の修繕工事等 ２５１万 ３，０００円の増額によるものであります。

１８ページをご覧ください。

第２項・林業費、第１目・林業総務費は ６２２万 ２，０００円を増額し、 ３，７４１万 ６，０００円とす

るものであります。森林ＧＩＳシステム導入事業の増額によるものであります。

第３目・林業施設費は ６１５万円を増額し ８，９５７万 ２，０００円とするものであります。台風６

号による林道の修繕費用の増額によるものであります。

１９ページをご覧ください。

第３項・水産業費、第２目・水産業振興費は ８４１万 ３，０００円を増額し、 ３，５０５万 ６，０００円

とするものであります。東日本大震災の津波被害に対する支援事業及び藻場床を設置する県

単沿岸漁場整備事業の増額等によるものでございます。

第３目・漁港管理費は８４万 ５，０００円を増額し、２億 ８３８万 ７，０００円とするものであります。

漁港管理事業の修繕料等の増額によるものであります。

２０ページをご覧ください。

第７款・土木費、第１項・土木管理費、第１目・土木総務費は５８万 ９，０００円を増額し、１

億 ７３９万 １，０００円とするものであります。地積調査事業の委託料３４万 １，０００円及び桂城遂道

内の落石に起因する事故の車両損害賠償金２４万 ８，０００円の増額によるものであります。

２１ページをご覧ください。

第４項・港湾費、第１目・港湾管理費は ６２０万円を増額し、 ２，２８１万 ３，０００円とするもの

であります。長島港、引本港の港湾環境清掃委託事業の増額によるものであります。

２２ページをご覧ください。

第６項・住宅費、第１目・住宅管理費は７０万円を増額し ２，３４２万 ８，０００円とするものであ

ります。木造住宅耐震補強事業の増額によるものであります。

２２ページをご覧ください。
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第８款、第１項・消防費、第２目・非常備消防費は １，０８５万 １，０００円を増額して、 ４，５６３

万 ５，０００円とするものであります。台風６号に伴う消防団の警戒出動手当 １２７万 ５，０００円、

消防団員等公務災害補償基金掛金 ９５７万 ６，０００円の増額によるものでございます。

第４目・水防費は ８，０００円を増額し、 ５８８万 ７，０００円とするものであります。樋門管理委

託料の増額によるものであります。

第５目・災害対策費は ５，２６８万 ２，０００円を増額し、１億 ２，４５５万円とするものであります。

災害対策事業で台風６号に伴う職員の時間外勤務手当 ３１０万円の増、防災推進事業で防災会

議委員報酬及び家具固定事業委託料で７７万 ５，０００円の増、地震・津波災害避難路整備事業で

４，８８０万 ７，０００円の増額によるものであります。

２４ページをご覧ください。

第９款・教育費、第１項・教育総務費、第３目・教育振興費は７４万 ５，０００円を増額し、 ２

８２万 ２，０００円とするものであります。国語力向上支援事業５０万円、人権教育研究指定校事業

２４万 ５，０００円の増額によるものであります。

２５ページをご覧ください。

第２項・小学校費、第１目・学校管理費は６３万 ３，０００円を増額し、１億 １，９４１万 ４，０００円

とするものであります。災害対策用の備品購入費の増額によるものであります。

２６ページをご覧ください。

第３項・中学校費、第１目・学校管理費は２６万 ３，０００円を増額し、 ４，９３８万 ８，０００円とす

るものであります。災害対策用の備品購入費の増額によるものであります。

２７ページをご覧ください。

第４項、第１目・幼稚園費は１８万 ４，０００円を増額し、１億 ３５２万 ９，０００円とするものであ

ります。災害対策用の備品購入費の増額によるものであります。

２８ページをご覧ください。

第５項・社会教育費、第１目・社会教育総務費は５万 ８，０００円を増額し、 ９，３４９万 ７，０００

円とするものであります。若者センター管理用の備品購入費の増額によるものであります。

第２目・公民館費は５６万 ７，０００円を増額し、 ２，９７４万 ５，０００円とするものであります。海山

公民館等の施設修繕料を増額するものであります。

２９ページをご覧ください。

第６項・保健体育費、第１目・保健体育総務費は１０万円を増額し、 ６７７万 ５，０００円とする

ものであります。スポーツ交流推進事業で、スポーツ栄養学講習を実施するための経費を増
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額するものであります。第３目・体育施設費は９１万 ９，０００円を増額し、 １，２９５万 ５，０００円と

するものであります。海山グラウンド給水管漏水修繕工事費を増額するものであります。

続きまして、３１ページをご覧ください。地方債の残高の見込みに関する調書であります。

次の３２ページの合計欄をご覧ください。前年度末現在高は １１９億 ８，０６６万 ９，０００円でありま

して、当該年度中起債見込額が、今回の補正後で１５億 ９００万円、当該年度中の元金償還見込

額が１３億 ７３４万 ７，０００円であり、その結果、当該年度末現在高見込額は １２１億 ８，２３２万 ２，０

００円となる見込みであります。

続きまして、３３ページをお願いいたします。給与費明細書でありますが、１の特別職につ

きましては、７月１９日から２０日にかけての台風６号による消防団員の警戒出動手当 １２７万 ５，

０００円及び紀北町防災会議開催数の増に伴う防災会議委員報酬１３万 ５，０００円、合計 １４１万円

の報酬が増額となり、補正後の総額は１億 ６，７０５万 ５，０００円となるものであります。

３４ページをご覧ください。

一般職につきましては、台風６号に伴う職員の警戒出動による時間外勤務手当が ３１０万円

の増額となり、補正後の総額としましては、１３億 １，０１８万 ４，０００円となるものであります。

以上で、平成２３年度紀北町一般会計補正予算（第３号）の説明を終わらせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

川端龍雄議長

以上で財政課長の説明を終わります。

川端龍雄議長

ここで暫時、休憩いたします。

再開は、１１時１０分から再開いたします。

（午前 １０時 ５２分）

川端龍雄議長

休憩前に引き続き再開いたします。

（午前 １１時 １０分）

川端龍雄議長

次に、議案第３４号から３５号についての内容説明を求めます。
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工門住民課長。

工門利弘住民課長

失礼いたします。

それでは、議案第３４号の平成２３年度紀北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

の内容につきまして、ご説明させていただきます。

予算書の１ページをご覧ください。

平成２３年度紀北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億 ５１３万 ４，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２７億 ５，７９１万円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２３年９月６日提出

紀北町長 尾上壽一

内容につきましては、予算に関する説明書に基づき歳入からご説明させていただきます。

６ページをご覧ください。

第４款・国庫支出金、第１項・国庫負担金、第１目・療養給付費等負担金でありますが、

１３万 ５，０００円を減額して、４億 ４，１８７万 ８，０００円とさせていただくものであります。これは

療養給付費等負担金のうち老人保健医療費拠出分を１３万 ５，０００円見込んでおりましたが、本

年度の老人保健医療費拠出金が０円と決定されたことに伴い、歳入予算についても減額する

ものであります。

第５款、第１項、第１目ともに療養給付費交付金でありますが、３万円を減額して、２億

２７３万 ９，０００円とさせていただくものであります。これにつきましても、本年度の老人保健

医療費拠出金が０円と決定されたことに伴うものであります。

第１０款・繰入金、第２項及び第１目が積立基金繰入金でありますが、 １，６３５万 ６，０００円を

減額して０円とさせていただくものであります。これは当初予算におきまして、財政調整基

金からの繰入を予算計上しておりましたが、歳計剰余金等がございましたので、繰り戻しを

するものであります。

７ページをご覧ください。

第１１款、第１項、第１目ともに繰越金でありますが、１億 ２，１３０万 ８，０００円を増額して、
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１億 ３，１３０万 ８，０００円とさせていただくものでありまして、前年度からの歳計剰余金であり

ます。

第１２款・諸収入、第４項及び第７目が、雑入でありますが、３４万 ７，０００円を増額して、３４

万 ８，０００円とさせていただくものであります。これは前々年度に支払済の老人医療費拠出金

を精算した結果、社会保険診療報酬支払基金から還付されることになったものであります。

続きまして、歳出の説明をさせていただきます。

８ページをご覧ください。

第１款・総務費、第１項・総務管理費、第１目・一般管理費でありますが、２万 ８，０００円

を増額して ４，０５１万 ５，０００円とさせていただくものであります。これは平成２２年度高齢者医

療制度円滑運営事業費補助金の精算に伴う返還金であります。

９ページをご覧ください。

第２款・保険給付費、第１項・療養諸費、第１目から４目までと、１０ページの第２項・高

額療養費の第１目から第４目まででありますが、後期高齢者支援金や介護納付金等の決定に

伴いまして、財源を更正させていただくものであります。

１１ページをご覧ください。

第３款及び第１項の後期高齢者支援金と、それから、第１目・後期高齢者支援金は、６２６

万 １，０００円を減額して、２億５，６７２ 万 ３，０００円に。第２目・後期高齢者関係事務費拠出金は

１万 １，０００円を減額して、２万 ７，０００円とさせていただくものであり、納付金額の決定に伴

うものであります。

１２ページをご覧ください。第４款及び第１項が前期高齢者納付金と、第１目・前期高齢者

納付金は２４万 ２，０００円を増額して、７３万 ９，０００円に、第２目・前期高齢者関係事務費拠出金

は ８，０００円を減額し、２万 ７，０００円とさせていただくものであり、納付金額の決定に伴うも

のであります。

１３ページをご覧ください。

第５款及び第１項が老人保健拠出金、第１目の老人保健医療費拠出金は２８万 ５，０００円を減

額して０円に、第２目・老人保健事務費拠出金は １，０００円を減額して１万 ９，０００円とさせて

いただくものであり、拠出金額の決定に伴うものであります。

１４ページをご覧ください。

第６款、第１項、第１目ともに介護納付金でありますが、 １，８１３万 ２，０００円を増額して、

１億 １，９８１万 ７，０００円とさせていただくものであり、納付金額の決定に伴うものであります。
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１５ページをご覧ください。

第９款及び第１項が基金積立金、第１目・財政調整基金積立金でありますが、 ８，８２０万 ４，

０００ 円を増額して、 ８，８２０万 ５，０００円とさせていただくものであります。これは平成２２年

度の歳計剰余金１億 ３，１３０万 ８，０００円のうち ８，８２０万 ４，０００円を財政調整基金に積み立てる

ものであります。

１６ページをご覧ください。

第１１款・諸支出金、第１項・償還金、第１目・一般被保険者保険料還付金とありますが、

２２４万 ６，０００円を増額して、 ３７４万 ６，０００円とさせていただくものであります。これは資格

喪失の届出辞退等の増と、非自発的失業者の雇用保険受給者証の提出による保険料再計算と

還付事案が増加したことに伴うものであります。

１７ページをご覧ください。

前ページに引き続き諸支出金で、第２項・国県支出金返納金、第１目・国庫支出金返納金

でありますが、 ２８４万 ８，０００円を新たに計上させていただくものであります。これは前年度

の国民健康保険健康診査、保健指導等負担金及び出産育児一時金補助金の精算に伴う返還金

であります。

以上で、平成２３年度紀北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の説明を終わら

せていただきます。

工門利弘住民課長

続きまして、議案第３５号の平成２３年度紀北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

の内容につきまして、ご説明させていただきます。

予算書の１ページをご覧ください。

平成２３年度紀北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成２３年度紀北町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ ２，５６３万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ５億 ９３５万 ３，０００円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２３年９月６日提出
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紀北町長 尾上壽一

内容につきましては、予算に関する説明書に基づき、歳入から説明させていただきます。

６ページをご覧ください。

第５款、第１項、第１目ともに繰越金につきましては、 ２，５１３万円を新たに予算計上させ

ていただくものでありますが、前年度の歳計剰余金であります。

続いて、第６款・諸収入、第２項・償還金及び還付金、第１目・保険料還付金であります

が、５０万円を増額して １００万円にさせていただくものであります。これは資格喪失の届出遅

滞等による保険料の還付金で、後期高齢者医療広域連合から入金されるものであります。

次に、歳出につきまして説明させていただきます。

７ページをご覧ください。

第４款・諸支出金、第１項・償還金及び還付加算金、第１目・保険料還付金でありますが、

５０万円を増額して １００万円にさせていただくもので、先ほど歳入でもご説明申し上げました

保険料の還付金であります。

８ページをご覧ください。

第４款・諸支出金、第２項・繰出金、第１目・他会計繰出金でありますが、 ２，５１３万円を

新たに計上させていただくものでありますが、これは前年度の歳計剰余金を一般会計に戻す

ものであります。

以上で、平成２３年度紀北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）のご説明を終わら

せていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

川端龍雄議長

次に、議案第３６号についての内容説明を求めます。

谷福祉保健課長。

谷吉希福祉保健課長

よろしくお願いいたします。

それでは、議案第３６号 紀北町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）について、

ご説明いたします。

予算書の１ページをご覧ください。

平成２３年度紀北町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成２３年度紀北町の介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。
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（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ １３６万 ８，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億 ９，６２４万 １，０００円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２３年９月６日提出

紀北町長 尾上壽一

内容につきましては、予算に関する説明書に基づき説明をさせていただきます。

歳入予算から説明させていただきます。

６ページをお願いいたします。第５款・繰入金、第１項・基金繰入金、第１目・紀北町指

定介護老人福祉施設基金繰入金は １，４２７万 １，０００円を減額するものであります。

続いて、第６款・繰越金、第１項・繰越金、第１目・繰越金、第１節・前年度繰越金は １，

５６３万 ９，０００円の歳計剰余金を増額するものでございます。これらにつきましては、繰越金

は、前年度余剰金 １，５６４万円から当初既設予算分 １，０００円と、今回の備品購入費 １３６万 ８，０

００円を差し引いた金額を、当初繰入金 １，８８０万円、２３年度床張替工事と相殺するため、差引

１，４２７万 １，０００円の減額を補正予算に計上したものでございます。

また繰越金 １，５６３万 ９，０００円につきましては、剰余金として繰越金へ入れさせていただく

ものでございます。

続きまして、歳出予算についてご説明いたします。７ページをお願いいたします。

第１款・総務費、第１項・施設管理費、第１目・一般管理費、第１８節・備品購入費 １３６万

８，０００ 円を増額するものでございます。この増額は配膳車の冷蔵庫部分の故障により温度調

整がきかなくなってしまい、食中毒の恐れがあるため、買換えをお願いする予算計上であり

ます。

以上でございます。よろしくご審議をお願いいたします。

川端龍雄議長

続きまして、決算関係でありますが、まず最初に認定第２号から認定第６号までの審査の

結果について、代表監査委員から意見等の説明並びに報告を求めます。

井上代表監査委員。

井上寛監査委員

それでは決算審査の報告をさせていただきます。
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平成２２年度紀北町一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金運用状況審査意見書の１ペー

ジをご覧ください。

第１ 審査の概要

１ 審査の対象

平成２２年度紀北町一般会計歳入歳出決算

平成２２年度紀北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

平成２２年度紀北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

平成２２年度紀北町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

平成２２年度紀北町土地開発基金運用状況調書

平成２２年度紀北町育英基金運用状況調書

平成２２年度紀北町国民健康保険出産費資金貸付基金運用状況調書

平成２２年度紀北町国民健康保険高額療養費貸付基金運用状況調書

２ 審査の期日

平成２３年７月２９日

３ 審査を実施した監査委員

井上 寛、東 清剛

４ 審査の手続

審査に付された各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産

に関する調書について、関係法令に準拠して作成されているかを確かめ、これらの計数の正

確性を検証するため、関係諸帳簿その他証書類との照合等を実施した。

第２ 審査の結果

審査に付された各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産

に関する調書は、関係法令に準拠して作成されており、その計数は、関係諸帳簿その他証書

類と照合した結果誤りはなく、また、予算の執行及び関連する事務処理についても、適正に

処理されているものと認められる。

以下、決算数字の詳細等につきましては、ご確認いただくこととしまして、最後のページ

の所見を朗読させていただきます。

所 見

本決算は、地方自治法その他関係法令の規定に基づき審査した結果、決算書等は適法かつ

正確に作成され、その収支は適正に執行処理されていることが認められた。
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また、平成１８年度から推進されてきた行財政改革大綱及びアクションプログラムにより職

員数及び人件費の削減、町単独補助金の減額など、一定の成果が得られた。特に定員適正化

計画を大幅に上回る職員数の削減が人件費の抑制につながり、大きい成果となっていること

が伺えた。

また予算執行においても、最近の国の臨時的な施策に柔軟に対応し、本町にとって有利な

財源の確保に努められ、予算にも適切に反映、適正に執行されており、経費削減につながり、

基金においても前年度に引き続き残高の増額が見受けられた。

社会情勢においては、未曾有の被害が発生した東日本大震災による経済への影響は大きく

厳しい状況にあったが、最近は東日本大震災の影響で寸断された部品の調達、供給網が急速

に復旧し、生産を中心に持ち直しの動きが強まったことなどにより、緩やかではあるが回復

が見られるものの、急激な円高の進行で輸出産業への影響が懸念され、アメリカ国債の格下

げと株価の急落で、世界経済の先行きが不透明になっていることから、今後も厳しい状況が

続くことが予想される。

このような状況の中、本町においては町税はじめ各種料金、使用料及び貸付金などの収納

率に、一部改善の兆しが見受けられたが、景気低迷による自主財源の総額の減少が国県から

の依存財源の増加により厳しい財政状況が続いている。

自主財源の確保については、比率が高いほど自主的な行政活動の展開と、安定性が図られ

ることから、収納率の改善に向け積極的に取り組むことも重要となる。さらに継続的な投資

的事業の推進を図ることが、町内における経済の景気回復につながることから、景気対策等

に伴う国・県支出金や交付税算入率の高い起債、借入等の財源を最大限に有効活用すること

により、財源の確保に努めていただきたい。

今後も厳しい社会情勢が続くと予想される中、財政面に限らず、行政運営の基本である公

正性、公平性かつ透明性の確保を図りながら、複雑かつ多様化する住民の要請に応えつつ、

適切な行財政運営を行うためにも、長期的な展望に立った健全財政の確保に万全を期される

ことを要望するものである。

井上寛監査委員

続きまして、平成２２年度紀北町水道事業会計決算審査意見書の１ページをご覧ください。

第１ 審査の概要

１．審査の対象

平成２２年度紀北町水道事業会計決算
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２．審査の期日

平成２３年５月３０日

３．審査を実施した監査委員

井上 寛、東 清剛

４．審査の手続

審査に付された決算書類について、関係法令に準拠して作成されているかを確かめ、事業

の経営成績及び財政状態を適正に表示しているかを検証するため、会計帳簿及び証拠書類の

照合等を実施した。

第２ 審査の結果

審査に付された決算諸表は、水道事業の経営成績及び財政状態をおおむね適正に表示し

ているものと認められた。

以下、決算数字の詳細等につきましては、ご確認いただくこととしまして、最後のページ

の所見を朗読させていただきます。

所 見

平成２２年度の水道事業会計決算は、収入及び支出の状況、各施設別の配水量及び有収水量

などから、経営においては安定している状況であると認められる。

建設改良工事については、配水管の老朽化による布設替工事が建設改良費の大部分を占め、

このことは総配水量増加の原因の一つでもある、漏水の防止対策として非常に重要となり、

また町民により安全で良質な水を安定的に供給できるメリットがあるので、引き続き老朽管

の布設替と合わせて、水道施設の整備についても計画性をもって推進を図っていただきたい。

次に、使用量については給水戸数及び給水人口が減少したものの、高速道路建設事業など

により年間有収水量は増加となった。しかし、高速道路建設においては、数年で事業が終了

し、それに伴い有収水量の減少が予測される。また有収率では低下がみられ、要因として配

水管の老朽化による漏水などがあげられる。

今後、事業運営を推進していく上で、長期的な計画の策定も検討していただき、有収水量

の増加、有収率の向上に努めていただきたい。

次に、収納率については、以前から収納業務の見直しの検討をしており、今回、給水停止

規定の改定を行った。このことにより業務手順の効率化が図られ、また職員による納付指導

の強化も行われ、収納率の向上につながったことが伺えた。ただ例年、不納欠損が生じてい

ることについては、現在、さまざまな対策を講じられてはいるが、さらなる取り組みの強化
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により、町民の公平性を確保し、健全な事業運営を進めるために、可能な限り不納欠損を出

さない努力を行っていただきたい。

最後に、水道事業の運営にあたっては、町民に対し安心で安全な水を安定供給することは

もとより、公営企業の基本原則である企業の経済性の発揮と公共の福祉を増進することを踏

まえ、健全な経営が図られるよう要望する。

以上であります。

川端龍雄議長

続いて、会計管理者より水道会計を除いた認定第２号から認定第５号までの４件について

の詳細説明を求めます。

平谷会計管理者。

平谷卓也会計管理者

平成２２年度紀北町一般会計及び特別会計３件の歳入歳出決算につきまして、その概要をご

説明いたします。

説明にあたりまして、各会計の収入済額と支出済額は款のみとさせていただきまして、項

以降の説明につきましては、主要な事項の説明とさせていただきます。

それでは、認定第２号 平成２２年度紀北町一般会計歳入歳出決算認定につきまして、説明

させていただきます。議案書の１１ページをご覧ください。

認定第２号 平成２２年度紀北町一般会計歳入歳出決算認定について、地方自治法（昭和２２

年法律第６７号）第 ２３３条第３項の規定により、平成２２年度紀北町一般会計歳入歳出決算を別

紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

平成２３年９月６日提出

紀北町長 尾上壽一

決算書の１３ページからの平成２２年度紀北町一般会計歳入歳出決算事項別明細書をご覧いた

だきたいと思います。

第１款の町税でございますが、町税全体の調定額は１８億 ８，０８８万 １，５７４円、これに対しま

して収入済額は１５億 ８，０２８万 ５，７０３円で、徴収率 ８４．０２％、前年度が ８３．２８％でありました

ので０．７４％の増となり、このうち現年度分の徴収率は ９６．１１％、滞納繰越分の徴収率は、２３．

１４ ％であります。

第２款・地方譲与税の収入済額は ８，３７８万 ９，０５８円であります。

第３款・利子割交付金の収入済額は ６２６万 ３，０００円。
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第４款・配当割交付金の収入済額は ３０３万 ３，０００円。

１５ページをご覧ください。

第５款・株式等譲渡所得割交付金の収入済額は９９万 ９，０００円。

第６款・地方消費税交付金の収入済額は１億 ７，４６９万 ３，０００円。

第７款・自動車取得税交付金の収入済額は ２，７４７万 ９，０００円であります。

第８款・地方特例交付金の収入済額は ３，５９１万 ９，０００円。

第９款・地方交付税の収入済額は４４億 ４９８万円。

第１０款・交通安全対策特別交付金の収入済額は ２４１万 ３，０００円。

第１１款・分担金及び負担金の収入済額は１億 １３２万 ７，４７０円で、主な収入は第２項の負担

金の民生費負担金では私立保育所保育料負担金、老人ホーム赤羽寮入所負担金などでござい

ます。

１７ページをご覧ください。

第１２款・使用料及び手数料の収入済額は１億 ５，２５１万 １，６０９円で、主な収入は第１項・使

用料の商工使用料では、温泉施設使用料、紀北町森林公園オートキャンプ場施設使用料、土

木使用料の町営住宅使用料などでございます。第２項・手数料の主な収入は、総務手数料の

戸籍住民手数料であります。

１９ページをご覧ください。

次に、第１３款・国庫支出金の収入済額は１２億 ９，００９万 ６，８４６円で、主な収入は第１項の国

庫負担金では民生費負担金の障害者自立支援給付費負担金、保育所運営費負担金、子ども手

当交付金などであります。

第２項の国庫補助金の主な収入は、総務費補助金では地域活性化・経済危機対策臨時交付

金、地域活性化・公共投資臨時交付金、地域活性化・きめ細かな臨時交付金。教育費補助金

では安全・安心な学校づくり交付金などでございます。

２１ページをご覧ください。

第１４款・県支出金の収入済額は６億 ５，０９２万 ４，４５７円で、第１項の県負担金では民生費負

担金の国民健康保険基盤安定事業費負担金、障害者介護給付費負担金、後期高齢者医療保険

基盤安定事業費負担金、保育所運営費負担金、子ども手当負担金などが主な収入であります。

第２項の県補助金の主な収入は、総務費補助金では三重県市町村合併支援交付金、民生費

補助金では心身障害者医療費補助金。農林水産業費補助金では造林事業費補助金。

２３ぺージの商工費補助金では、ふるさと雇用再生特別交付金や緊急雇用創出事業臨時特例
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交付金などでございます。

第３項の委託金では、総務費委託金の県民税徴収取扱委託金、選挙費委託金などが主な収

入でございます。

２５ページをご覧ください。

第１５款・財産収入の収入済額は ３，２６４万 ３，２７７円で、主な収入は第２項の財産売払収入で

土地売払収入と立木売払収入などでございます。

第１６款・寄附金の収入済額は ９８０万 ６，０００円で、主な収入は外国人漁業技術研修事業寄附

金と、水産振興事業寄附金でございます。なお、総務費寄附金につきましては、平成２０年度

より創設されましたふるさと納税寄附金で、上野起功様、岩崎幸雄様、丸山小より様、それ

ぞれご寄付を受けたものでございます。奨学費寄附金につきましては、紀北奨学金事業に対

する寄付として、尾鷲高校長島高ＰＴＡからご寄付を受けたものでございます。また一般寄

附金につきましては、松永勝彦様から福祉目的として、日本土木工業株式会社様からは創立

４５周年協賛金と歳末助け合い運動の協賛金として、ご寄付を受けたものでございます。

第１７款・繰入金の収入済額は ７，２２７万 ６，３０８円で、主な収入は第１項の基金繰入金では、

災害援護資金償還事業基金からの繰入金でございます。

２７ページの第２項の特別会計繰入金は老人保健特別会計、後期高齢者医療特別会計からの

繰入金でございます。

第１８款・繰越金の収入済額は４億 ９，５０７万 ４，７５８円で、前年度の歳計剰余金であります。

第１９款・諸収入の収入済額は１億 ７，１７６万 ９，９２４円で、主な収入は第３項の貸付金元利収

入では奨学金返還金と、災害援護資金貸付金償還金、２９ページの第４項の受託事業収入では、

民生費受託事業収入の老人ホーム入所者受託事業と、地域支援事業受託事業などの老人福祉

費受託事業収入でございます。

第５項の雑入の過年度収入は、２１年度保育所運営費国庫負担金精算交付金などが主な収入

でございます。

第２０款・町債の収入済額は１４億 ６，４５０万円となり、総務債では合併特例事業債、庁舎建設

等事業債、過疎対策事業債、農林水産業債で、中山間地域総合整備事業債、３１ページの土木

債での主なものは、町道中田９号線道路改良事業債、町道小山山側線道路改良事業債など、

消防債では避難路整備事業債、教育債では小学校施設改築事業債、その他臨時財政対策債で

ございます。

以上、歳入合計は予算現額 １０８億 ３，８５３万 ５，０００円に対する調定額は １１１億 ７３２万 ９，３５３
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円であります。調定額に対しまして収入済額が １０７億 ６，０７８万 ４，４１０円と、第１款・町税の

不納欠損額は １，１２０万 ７，０８７円。

第１款・町税、第１１款・分担金及び負担金、第１２款・使用料及び手数料、第１９款・諸収入

をあわせた収入未済額が、３億 ３，５３３万 ７，８５６円とあいなりました。

続きまして、３３ページからの歳出をご説明いたします。

第１款・議会費の支出済額は１億 ３７１万 ４，７０５円で、主な支出は議員報酬や職員人件費の

ほか、議会活動と事務に要した経費でございます。

第２款・総務費の支出済額は２３億 ２，９９４万 ６，９０９円で、主な支出は第１項の総務管理費の

一般管理費では特別職人件費、職員人件費、嘱託職員賃金、総合住民情報システム管理費。

３５ページの文書広報費ではケーブルテレビ行政放送事業、文書取扱事務経費。

財産管理費では庁舎・公用車の維持管理購入経費、地区集会所建設事業をはじめ、財政調

整基金、地域づくり事業基金、地域振興基金などへの積立金などでございます。

３７ページ、企画費は地方バス運行対策事業、移住・定住・交流促進事業などに要した経費

でございます。

支所及び出張所費は、嘱託職員賃金、紀伊長島総合支所の管理運営費など。

３９ページ、第２項の徴税費の税務総務費は職員人件費や、税務一般事務費に、賦課徴収費

は町税の賦課徴収の事務に要した経費でございます。

４１ページ、第３項の戸籍住民基本台帳費は、職員人件費、嘱託職員賃金、戸籍電算管理事

業などに要した経費でございます。第４項の選挙費は、職員人件費や町議会議員選挙。４３ペ

ージの参議院議員選挙の執行などに要した経費でございます。

なお、３３ページに戻っていただきまして、第１項・総務管理費、また３５ページの第５目・

財産管理費に記載されております、繰越明許費の ３９０万 ４，０００円につきましては、町民セン

ター大会議室の改修や地区集会所修繕等を、平成２３年度へ繰り越すものでございます。

４５ページをご覧ください。

第３款・民生費の支出済額は２３億 ２，３８３万 ９，６８１円で、主な支出は第１項・社会福祉費の

社会福祉費総務費は、職員人件費や国民健康保険事業特別会計への繰出金、紀北町社会福祉

協議会助成事業、紀北広域連合運営事業に、身体障がい者福祉費では、心身障害者医療費助

成事業、障がい者介護・訓練等給付事業などに。

４７ページ、国民年金事務費は職員人件費や年金事務に要した経費でございます。第２項の

老人福祉費の老人福祉総務費は、老人福祉施設措置事業、介護予防の地域支援事業、後期高
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齢者医療特別会計の繰出金に。養護老人ホーム費は、職員人件費や養護老人ホーム管理運営

事業に。

４９ページ、第３項の児童福祉費の児童福祉総務費は、子育て支援センター設置事業に。保

育所費は、職員人件費や児童の保育事業などに要した経費でございまして、５１ページの児童

措置費は、子ども手当等支給事業。母子福祉費は、一人親家庭等医療費助成事業と、乳幼児

医療費助成事業などに要した経費でございます。第４項の災害救助費は、災害援護資金の償

還事業に要した経費でございまして、三重県の償還金の支払いや、災害援護資金償還事業基

金へ積み立てたものでございます。

なお、４７ページに戻っていただきまして、第２項・老人福祉費、第１目・老人福祉総務費

に記載されております繰越明許費の ７３１万 １，０００円は、老人ホームのスプリンクラー設置工

事を、平成２３年度へ繰り越すものでございます。

続きまして、５１ページをご覧ください。

第４款・衛生費の支出済額は、８億 ６，３５８万 ９２７円で、主な支出は、第１項の保健衛生費

の保健衛生総務費では、職員人件費、嘱託職員賃金や救急医療対策事業負担金に。

５３ページの予防費では、予防接種事業、母子健診事業、がん検診事業などに。環境衛生費

では、火葬場及び霊柩車管理運営事業、浄化槽設置整備事業などに要した経費でございます。

５５ページ、第２項・清掃費の清掃総務費は、職員人件費。塵芥処理費はリサイクルセンタ

ー管理運営事業、ごみ収集処理事業、資源ごみリサイクル促進事業、不燃物処理施設管理事

業など。し尿処理費はし尿処理場の管理運営などに要した経費でございます。

５７ページをご覧ください。

第３項の上水道費は、簡易水道企業債償還などのための繰出金であります。第５款・農林

水産業費の支出済額は、３億 ７，３８２万 ７，８８９円で、主な支出は第１項・農業費の農業総務費

では、職員人件費、東紀州農業共済事務組合負担金、県営中山間地域総合整備事業負担金に。

５９ページ農地費では、海岸環境整備事業や一般土地改良事業、農地防災事業などに要した

経費でございます。第２項、林業費の林業総務費は、職員人件費に。林業振興費では、森林

整備地域活動支援交付金事業に。林業施設費は美しい森林づくり森林整備加速化林業再生事

業に。また、６１ページの町有林造成費は、職員人件費や町有林の造成などに要した経費でご

ざいます。

第３項・水産業費の水産業総務費は、職員人件費に。また、６３ページの水産業振興費は漁

業振興対策事業にかかる各種補助金や、外国人漁業研修生受入対策事業などに要した経費で
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ございます。

なお、５７ページに戻っていただきまして、第１項・農業費、第２目・農業総務費に記載さ

れております繰越明許費につきまして、 ６１４万 ５，０００円は、中山間地域総合整備事業負担金、

ふるさと自然休養村センター修繕工事などを。また、５９ページ、第２項・林業費、第３目・

林業施設費に記載されております繰越明許費 ８，１３７万円は、森林整備加速化林業再生基金事

業、森林環境創造事業を、それぞれ平成２３年度へ繰り越すものでございます。

６３ページをご覧ください。

第６款・商工費の支出済額は、２億 １，３４０万 ９，８６３円で、主な支出は、第１項の商工費の

商工総務費では、職員人件費。６５ページの商工業振興費では、中小企業指導育成事業などに。

観光費では、観光活性化対策事業、温泉施設管理運営事業、紀北町森林公園オートキャンプ

場管理運営事業、緊急雇用創出事業などに要した経費でございます。

なお、６３ページ、第１項・商工費、第１目・商工総務費に、記載されております繰越明許

費 １，６００万円は、集客施設等誘導案内看板等設置事業などを、平成２３年度へ繰り越すもので

ございます。

続きまして、６５ページをご覧ください。

第７款の土木費の支出済額は、５億 ４，４３５万 ８，８４８円で、主な支出は、第１項の土木管理

費の土木総務費では、職員人件費や地域活性化・きめ細かな交付金事業、地域活性化・経済

危機対策臨時交付金事業などに。

６７ページの第２項の道路橋りょう費の道路橋りょう総務費では、職員人件費に。道路橋り

ょう維持費では町道の維持補修事業に。道路橋りょう新設改良費では、町道小山山側線道路

改良工事、町道古里江の浦線道路改良工事などに。

また６９ページの第３項の河川費の河川総務費では、海岸環境清掃業務委託事業などに、第

４項の港湾費の港湾管理費では、港湾環境清掃業務委託事業などに要した経費でございます。

第５項の都市計画費、７１ページの公園費では、県営公園事業負担金などに。第６項の住宅費

では、町営住宅の管理に要した経費などでございます。

なお、６５ページに戻っていただきまして、第１項・土木管理費、第１目・土木総務費に記

載されております繰越明許費 ８，７６１万円につきましては、土木事業推進及び管理関係事業、

地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業などを。６７ページ、第２項・道路橋りょう費、第３

目・道路橋りょう新設改良費に記載されております繰越明許費の ６，９６９万 ７，０００円は、県単

道路改良事業を。また、６９ページ、第３項・河川費、第３目・砂防費に記載されております、

４６



繰越明許費の３万 ９，０００円は、急傾斜地崩壊対策事業を。また５項・都市計画費、７１ページ

第２目・公園費に記載されております繰越明許費の １，０９０万 ８，０００円は、県営公園事業負担

金を平成２３年度へそれぞれ繰り越すものでございます。

第８款・消防費の支出済額は、５億 ７，０９６万 ３，３６６円で、主な支出は、第１項・消防費の

常備消防費では、三重紀北消防組合への負担金。７３ページの非常備消防費では、消防団出動

費、消防団員活動費。消防施設費では古里消防団詰所改築工事に。災害対策費では防災行政

無線保守点検業務、引本北町避難階段設置工事などに要した経費でございます。

なお、７３ページ、第３目・消防施設費に記載されております繰越明許費 １６０万円は、消防

機械機具整備管理事業を。第５目・災害対策費に記載されております繰越明許費 １，３００万円

は、きめ細かな交付金事業を、平成２３年度へそれぞれ繰り越すものでございます。

次に、７５ページ、第９款・教育費の支出済額は、１５億 １，６８０万 ２，８１８円で、主な支出は第

１項の教育総務費、事務局費では職員人件費。教育振興費では、志子小・三浦小・東小屋内

運動場屋根改修工事などに。７７ページの第２項の小学校費では、小学校１１校の管理運営に要

した経費のほか、各小学校耐震補強工事などに。学校建設費では、紀北町相賀小学校改築工

事に。

７９ページの第３項・中学校費では、中学校４校の管理運営に要する経費のほか、学校建設

費では紀北中学校改築工事設計業務や校舎屋内運動場の解体工事などに。第４項の幼稚園費

では、職員人件費、幼稚園３園の管理運営に要した経費でございます。

８１ページ、第５項の社会教育費の社会教育総務費では、職員人件費や東長島公民館、海山

公民館の調光操作卓改修工事、若者センター空調室外機改修工事などに。公民館費では、公

民館の管理運営に。

また、８３ページの郷土資料館費では、郷土資料館の管理運営費に。文化財調査費では、特

別天然記念物カモシカ食害対策事業などに要した経費でございます。

８５ページ、第６項の保健体育費の保健体育総務費では、社会体育団体活動費等助成事業に。

給食施設費では学校給食センター等給食施設の管理運営に。体育施設費では、町体育館、赤

羽公園などの管理運営に要した経費でございます。

なお、また７５ページに戻っていただきまして、第１項・教育総務費、第３目・社会振興費

に記載されております繰越明許費 ４，６５２万 ７，０００円は、きめ細かな交付金事業、住民生活に

光を注ぐ交付金事業によりまして、学校施設の修繕や公立学校図書整備などを行うものでご

ざいます。
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８１ページの第５項・社会教育費、第１目・社会教育総務費に記載されております繰越明許

費の １，５００万円は、きめ細かな交付金事業によりまして、海山体育館の修繕を行うもので、

平成２３年度へそれぞれ繰り越すものでございます。

８５ページをご覧ください。

第１０款の災害復旧費の支出済額は １，１１９万 ３，０００円であり、第２項・農林水産施設災害復

旧費では、林道此ケ野向井山線災害復旧工事に、また８７ページ、第３項の公共土木施設災害

復旧費では町道白倉１号線道路災害復旧工事に要した経費でございます。

第１１款の公債費の支出済額は１３億 ８，９７２万 ６，６７２円で、公債費元金と利子の償還でござい

ます。

第１４款の予備費の支出はございませんでした。

以上、歳出合計は予算現額 １０８億 ３，８５３万 ５，０００円に対しまして、支出済額は １０２億 ４，１

３６万 ４，６７８円、繰越明許費繰越額が３億 ５，９１１万 １，０００円、その結果、差引不用額は、２億

３，８０５万 ９，３２２円とあいなりました。

８９ページの実質収支に関する調書をご覧ください。

歳入総額 １０７億 ６，０７８万 ４，０００円から、歳出総額 １０２億 ４，１３６万 ５，０００円を差し引いた歳

入歳出差引額は５億 １，９４１万 ９，０００円となり、歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財

源 ７，４２４万 ５，０００円を差し引いた４億 ４，５１７万 ４，０００円を実質収支額として、平成２３年度へ

繰り越すものでございます。

続きまして、財産に関する調書についてご説明させていただきます。

昨年度に比べ増減のあったところのみ説明させていただきます。

それでは、９１ページからの財産に関する調書をご覧ください。

第１の公有財産 （１）土地及び建物でございますが、土地について区分欄の本庁舎の土地が

１万 ８２３㎡の増となっておりますが、旧尾鷲高等学校長島分校跡地を庁舎用地として取得し

たものでございます。公共用財産その他の施設では２万 ３，１８６㎡の増となっております。こ

れも旧尾鷲高等学校長島分校跡地を生涯学習施設用地として取得したものでございます。宅

地 ３１７㎡、山林５万 ８，１５５㎡、その他 ２，１１４㎡の増につきましては、楠慶子様からご寄付を

受けたものでございます。

建物の木造につきましては、区分欄、公共用財産の学校の １１３㎡の減は、紀北中学校の倉

庫７４㎡と、引本小学校の当直室２２㎡、用務員室１７㎡を取り壊したことによるものでございま

す。公営住宅３５㎡の減は、山居団地１戸を老朽化により解体したものであります。その他の
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施設 ４４４㎡の増は渡利集会所 １８７㎡、田山集会所 １３８㎡、大原集会所 １１９㎡、それぞれ建設

によるものでございます。

建物の非木造についての区分欄、本庁舎の ３，８５３㎡の増は、旧尾鷲高等学校長島分校校舎

を庁舎用として取得したものであります。公共用財産の学校の ３，７５０㎡の減は、相賀小学校

屋内運動場やプールの更衣室などの増と紀北中学校の校舎や屋内運動場などの解体による減

少によるものであります。

その他の施設 ６，９８６㎡の増は、旧尾鷲高等学校長島分校校舎を生涯学習用施設として取得

したものであります。

９２ページをご覧ください。

（４）の出資による権利のところで、出資金が、全国遠洋沖合漁業信用基金協会で３０万円の

増額となっておりますが、これは増資によるものでございます。

９３ページをご覧ください。

（３）の基金につきましては、予算編成等による増減でありますが、主なものといたしまし

ては、区分、動産預金、一般会計のところで、財政調整基金では７億 ３８６万 １，０００円、減債

基金で２億 ４，１０８万 ３，０００円、地域づくり事業基金で ９，６０７万 ８，０００円、地域振興基金で１

億 ２，１０５万 ８，０００円を積み立てており、福祉事業基金で ４３４万 ６，０００円、養護老人ホーム赤

羽寮基金 ６５３万円、交通安全対策事業基金で ４１２万円取り崩し、小計では１１億 ６，９０１万 ７，０

００円の増。

特別会計のところでは、国民健康保険財政調整基金で１億 ７，２３３万 １，０００円を取り崩して

おりまして、小計で１億 ８，７０１万 １，０００円の減、基金全体では平成２２年度中に９億 ８，２００万

６，０００円増額いたしております。

川端龍雄議長

課長、ちょっとここでお昼の休憩を。

平谷卓也会計管理者

では、続きは昼からということなんで、よろしくお願いします。

川端龍雄議長

ここで暫時休憩します。

午後１時１０分から再開いたします。
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（午後 １２時 １１分）

川端龍雄議長

休憩前に引き続き会議を進めます。

（午後 １時 １０分）

川端龍雄議長

認定第３号から会計管理者の詳細説明を求めます。

平谷会計管理者。

平谷卓也会計管理者

それでは、午前中に引き続きまして、認定第３号 平成２２年度紀北町国民健康保険事業特

別会計歳入歳出決算認定について、ご説明いたします。

議案書の１２ページをご覧ください。

認定第３号 平成２２年度紀北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第 ２３３条第３項の規定により、平成２２年度紀北町国民

健康保険事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

平成２３年９月６日提出

紀北町長 尾上壽一

それでは、決算書 １０２ページからの平成２２年度紀北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算事項別明細書をご覧いただきたいと思います。

では、歳入から説明させていただきます。

第１款の国民健康保険料の調定額は６億 ２，４０６万 ６，２１７円で、これに対し、収入済額は４

億 ７，５１８万 ５，７７３円で、収納率は ７６．１４％、前年度は ７４．９２％でありましたので、１．２２％の

増となり、このうち現年度分の収納率は ９４．１８％、過年度分の収納率は １２．６０％であります。

第３款・使用料及び手数料の収入済額４万 ９，８４０円は、保険料の納付証明、督促の手数料

であります。
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第４款・国庫支出金の収入済額は６億 ４，４５４万 ９，８９８円で、第１項の国庫負担金は療養給

付費等負担金と高額医療費共同事業負担金などであります。

１０４ページ、第２項の国庫補助金は医療費の支払いに対する財政調整交付金などでありま

す。

第５款・療養給付費交付金の収入済額は１億 ７，６７０万 ６，０００円で、三重県社会保険診療報

酬支払基金から退職者医療費に対する交付金であります。

第６款・前期高齢者交付金の収入済額は６億 ８３３万 ５，５４３円で、三重県社会保険診療報酬

支払基金からの保険者間の負担の不均衡を調整するための交付金であります。

第７款・県支出金の収入済額は１億 ８５７万 ６，２７８円で、第１項の県負担金は高額医療費共

同事業負担金など、第２項の県補助金は県財政調整交付金であります。

１０６ページをご覧ください。

第８款・共同事業交付金の収入済額は３億 ４，１４６万 ４，２１５円で、高額医療費共同事業と保

険財政共同安定化事業に対する三重県国民健康保険団体連合会からの交付金であります。

第９款・財産収入の収入済額は５万 ９５８円で、国民健康保険財政調整基金の運用利子であ

ります。

第１０款・繰入金の収入済額は３億 ６，１６１万 ７，５０３円で、一般会計と財政調整基金からの繰

入金でございます。

第１１款・繰越金の収入済額は ８，４２６万 ３２０円で、前年度の歳計剰余金であります。

１０８ページをご覧ください。

第１２款・諸収入の収入済額は ２６８万 ３，４４７円で、一般被保険者第三者納付金、国保介護従

事者処遇改善臨時特例交付金などでございます。

歳入合計では、予算現額２７億 ４，４０１万 ４，０００円に対する調定額は２９億 ５，２３６万 ２１９円であ

ります。調定額に対しまして収入済額は２８億 ３４７万 ９，７７５円、不納欠損額 １，０２５万 ５，４７５円、

収入未済額が１億 ３，８６２万 ４，９６９円とあいなりました。

続きまして １１０ページからの歳出をご説明させていただきます。

第１款・総務費の支出済額は ５，００７万 ２，４８７円で、主な支出は第１項の総務管理費では職

員人件費や三重県国民健康保険団体連合会への負担金。第２項の徴収費では、保険料の賦課

徴収などに要した経費でございます。

第２款・保険給付費の支出済額は１９億 ２，９８９万 ４，３７５円で、主な支出は １１２ページの一般

及び退職被保険者の診療報酬と高額医療費、出産育児一時金、葬祭費の支払いなどに要した
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経費でございます。

１１４ページをご覧ください。

第３款・後期高齢者支援金等の支出済額は２億 ３，７３２万 ２，６９１円で、主な支出は後期高齢

者支援金等を三重県社会保険診療報酬支払基金へ納付したものでございます。

第４款・前期高齢者納付金等の支出済額は４１万 ９，７００円で、前期高齢者納付金等を三重県

社会保険診療報酬支払基金へ納付したものでございます。

第５款・老人保健拠出金の支出済額は３０万 ４，３４５円で、三重県社会保険診療報酬支払基金

への老人保健医療費及び事務費としての拠出金でございます。

第６款・介護納付金の支出済額は１億 ８３１万 ４，５８９円で、三重県社会保険診療報酬支払基

金への介護納付金でございます。

第７款・共同事業拠出金の支出済額は２億 ９，３５１万 ３，９１２円で、高額医療費の共同事業を

行ったための三重県国民健康保険団体連合会への拠出金であります。

１１６ページをご覧ください。

第８款・保健事業費の支出済額は １，１６９万 ５，５０２円で、特定健康診査等事業、保健衛生普

及などに要した経費でございます。

第９款・基金積立金の支出済額は５万 ９５８円で、国民健康保険財政調整基金への積み立て

でございます。

１１８ページをご覧ください。

第１０款・公債費の支出はございませんでした。

第１１款・諸支出金の支出済額 ４，０５８万 ２，３７９円は、平成２１年度療養給付費等負担金の返還、

平成１９年度国民健康保険財政調整交付金等の交付額の確定による返還などに要した経費でご

ざいます。

第１３款の予備費の支出はございませんでした。

以上、歳出合計は、予算現額２７億 ４，４０１万 ４，０００円に対しまして、支出済額が２６億 ７，２１７

万 ９３８円となり、その結果、差引不用額 ７，１８４万 ３，０６２円とあいなりました。

１２０ページの実質収支に関する調書をご覧ください。

歳入総額は２８億 ３４８万円から、歳出総額２６億 ７，２１７万 １，０００円を差し引いた歳入歳出差引

額は１億 ３，１３０万 ９，０００円となりまして、これを平成２３年度へ繰り越すものでございます。

平谷卓也会計管理者

続きまして、認定第４号 平成２２年度紀北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に
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ついて、ご説明いたします。

議案書の１３ページをご覧ください。

認定第４号 平成２２年度紀北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第 ２３３条第３項の規定により、平成２２年度紀北町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

平成２３年９月６日提出

紀北町長 尾上壽一

それでは、決算書 １２７ページからの平成２２年度紀北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算事項別明細書をご覧ください。

歳入から説明させていただきます。

第１款・後期高齢者医療保険料の調定額は１億 ２，２６４万 ７，３７６円、収入済額は１億 ２，０６７

万 ３，８２３円で、収納率は ９８．３９％であります。

第２款・使用料及び手数料の収入済額は ４，０００円で、後期高齢者医療保険料にかかる督促

手数料の収入でございます。

第４款・繰入金の収入済額は３億 ４，６２８万 ３，５０６円で、一般会計からの繰入金でございま

す。

第５款・繰越金の収入済額は８万 １６６円で、前年度の歳計剰余金であります。

第６款・諸収入の収入済額は ２，５７８万 ８，６６８円で、平成２１年度療養給付費負担金の精算金

などでございます。

以上、歳入合計は、予算現額４億 ７，２５８万 ８，０００円に対する調定額は、４億 ９，４８０万 ３，７

１６円であります。調定額に対しまして収入済額が４億 ９，２８３万 １６３円、不納欠損額は５万 ５，

５１６円、収入未済額は １９１万 ８，０３７円とあいなりました。

続きまして、 １２９ぺージからの歳出をご説明いたします。

第１款・総務費の支出済額は １，１４９万 ２，６３１円で、主な支出は第１項の一般管理費で職員

人件費や、後期高齢者医療電算システム保守委託などに要した経費でございます。

第２款・後期高齢者医療広域連合納付金の支出済額は４億 ５，６０４万 ３，２３９円で、三重県後

期高齢者医療広域連合への納付金でございます。

第４款・諸支出金の支出済額は１６万 ４，６２８円で、主な支出は後期高齢者医療特別会計の前

年度精算による一般会計への繰出金でございます。

以上、歳出合計は、予算現額４億 ７，２５８万 ８，０００円に対しまして、支出済額が４億 ６，７７０
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万 ４９８円となり、その結果、差引不用額は ４８８万 ７，５０２円とあいなりました。

１３１ページの実質収支に関する調書をご覧ください。

歳入総額４億 ９，２８３万円から、歳出総額４億 ６，７７０万円を差し引いた歳入歳出差引額は ２，

５１３万円となり、これを平成２３年度へ繰り越すものであります。

平谷卓也会計管理者

続きまして、認定第５号 平成２２年度紀北町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定

について、ご説明いたします。

議案書の１４ページをご覧ください。

認定第５号 平成２２年度紀北町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第 ２３３条第３項の規定により、平成２２年度紀北町介護

サービス事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

平成２３年９月６日提出

紀北町長 尾上壽一

それでは、 １３８ページからの平成２２年度紀北町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算事

項別明細書をご覧いただきたいと思います。

それでは、歳入からご説明いたします。

第１款・サービス収入の収入済額は１億 ７，５５５万 ５，２４２円で、居宅介護サービス及び施設

介護サービスによる収入でございます。

第４款・寄附金の収入済額は１万円で、老人ホーム赤羽寮夏祭り協賛金として、まるみ食

品様よりご寄付を受けたものでございます。

第５款の繰入金の収入済額 １，９９０万 ８，４２０円で、紀北町指定介護老人福祉施設基金からの

繰入金であります。

第６款の繰越金の収入済額は ８６３万 ２，５９９円で、前年度の歳計剰余金であります。

第７款・諸収入の収入済額は ５１９万 １，０２６円で、主な収入は第３項・利用料減免補助金で、

紀北広域連合からの利用者負担額軽減措置にかかる補助金、第４項・介護職員処遇改善交付

金で、国民健康保険団体連合会から交付されるものでございます。

１４０ページ、歳入合計は、予算額２億 ５３１万 ２，０００円に対する調定額は２億 ９３３万 ６，７０９

円であります。調定額に対しまして、収入済額は２億 ９２９万 ７，２８７円、収入未済額は３万 ９，

４２２ 円とあいなりました。

続きまして、 １４２ページからの歳出をご説明させていただきます。
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第１款・総務費の支出済額は１億 ７，１５６万４５円で、職員人件費や事務、施設管理などに要

した経費でございます。

第２款・サービス事業費の支出済額は ７９４万 ７，０７４円で、居宅介護サービス事業に要した

賃金や需用費などでございます。

第４款・公債費の支出はございませんでした。

なお、第１項・施設管理費、第１目・一般管理費に記載されております、繰越明許費 １，４

１５万円は、老人ホーム管理運営事業を、平成２３年度へ繰り越すものでございます。

１４４ページをご覧ください。

歳出合計は、予算現額２億 ５３１万 ２，０００円に対しまして、支出済額は１億 ７，９５０万 ７，１１９

円となり、その結果、差引不用額は １，１６５万 ４，８８１円とあいなりました。

１４６ぺージの実質収支に関する調書をご覧ください。

歳入総額２億 ９２９万 ７，０００円から、歳出総額１億 ７，９５０万 ７，０００円を差し引いた歳入歳出

差引額は ２，９７９万円となり、歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源 １，４１５万円を差

し引いた １，５６４万円を実質収支額といたしまして、平成２３年度へ繰り越すものでございまし

た。

以上、一般会計ほか特別会計３件につきまして、決算の概要を説明させていただきました。

十分ご審議のうえ、ご認定賜りますようよろしくお願いを申し上げまして、説明を終わらせ

ていただきます。

川端龍雄議長

次に、認定第６号についての詳細説明を求めます。

橋倉水道課副参事。

橋倉一樹水道課副参事

それでは、平成２２年度紀北町水道事業会計決算認定について説明させていただきます。

提出議案１５ページをご覧いただきたいと思います。

認定第６号 平成２２年度紀北町水道事業会計決算認定について

地方公営企業法（昭和２７年法律第 ２９２号） 第３０条第４項の規定により、平成２２年度紀北町

水道事業会計決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

平成２３年９月６日提出

紀北町長 尾上壽一

それでは、認定第６号の平成２２年度紀北町水道事業会計決算の内容を説明させていただき
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ます。

先に決算書の付属書類の平成２２年度紀北町水道事業報告書により、水道事業の概況報告を

いたしますので、決算書の１３ページをお開きください。

平成２２年度紀北町水道事業報告書を朗読させていただきます。

平成２２年度紀北町水道事業報告書

総括事項でございますが、（ア）収益的収支

総収益は３億 ９，７４９万 ２，６４３円（消費税込額４億 １，６５９万３６円）、総費用は３億 ６，７３０万

２，９２０円（消費税込み額３億 ８，３９４万 ３，８１１円）となり、その結果、収支差引におきまして

３，０１８万 ９，７２３円の純利益を生じ、前年度繰越利益剰余金１億 ３，６５４万 ３，７０４円と合わせま

すと、１億 ６，６７３万 ３，４２７円の当年度未処分利益剰余金となりました。

次に、資本的収支でございます。

資本的収入の総額は ８，３１３万 ７，５９３円で、主なものは企業債 ４，３３０万円でございます。

一方、資本的支出の総額は２億 ４，１８７万 ９，８５３円で、この内、建設改良費は ８，３８４万 ６，７

００円で、主なものとしまして、紀伊長島区において、古里・道瀬簡易水道統合整備事業とし

て、古里１工区と道瀬１工区の配水管布設替工事を実施いたしました。また十須簡易水道に

おいて此ヶ野地区の配水管布設替工事を実施しました。

このほか前年度からの繰越事業である町道古里江ノ浦線上水道配水管布設工事と町道茂原

前山線配水管布設替工事（その２）が完成しました。

海山区におきましては、北部簡易水道において、中里地区配水管布設替工事、上里地区配

水管布設替工及び国道４２号上里地区交差点改良工事に伴う配水管小移転工事を実施しました。

次に、企業債本年度借入高は１億 ４，５９０万円でございます。償還高は２億 ６，０６３万 ３，１５３

円で、本年度末の企業債未償還残高は２０億 １，３０９万 ３，２３２円であります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億 ５，８７４万 ２，２６０円は、当年度

分消費税資本的収支調整額 ２２１万 ６，０１８円、過年度分損益勘定留保資金１，０６２ 万 ９，６８５円、

当年度分損益勘定留保資金１億 ４，５８９万 ６，５５７円で補てんいたしました。

以上が水道事業の概況であります。今後も適正な設備投資や有収率の向上に努めるなど、

経営の健全化と給水の安定化に一層の努力をしてまいります。

それでは、決算書類を説明させていただきます。

２ページから３ページをお願いします。

ここにつきましては税込みの額で示しております。
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まず、（１） 収益的収入及び支出の収入でございます。第１款・水道事業収益の決算額は、

４億 １，６５９万３６円で、予算額に対し １，０１６万 ９，０３６円の増となっております。

第１項・営業収益の決算額は２億 ８，３０６万 １，４３６円で、主なものとしまして、紀伊長島区

と海山区の上水道の水道使用料２億 ８，０４４万 １，５８７円であります。

第２項・営業外収益の決算額は １２１万 ６，４５２円で、主なものは預金利息７２万 ８，６４４円、上

水道企業債償還利子にかかる一般会計からの補助金３５万 ２，６０８円であります。

第３項・簡易水道営業収益の決算額は１億 １，８３０万 ６，７５９円で、主なものは紀伊長島区と

海山区の簡易水道の水道使用料１億 １，６８０万 ８，２１７円であります。

第４項の簡易水道営業外収益の決算額は １，４００万 ５，３８９円で、これは簡易水道企業債償還

利子にかかる一般会計からの補助金であります。

次に、支出でございます。第１款・水道事業費用の決算額は３億 ８，３９４万 ３，８１１円で、予

算額に対して １，５０２万 ４，１８９円の不用となっております。

第１項・営業費用の決算額は２億 ３，１８３万 ６，７０３円で、不用額は ２２８万 ８，６４１円でありま

す。支出の主なものは職員９名分の給与費 ７，３９７万 ９８３円、減価償却費 ９，１０８万 ２９３円、固

定資産除却費 ８７３万 ３３２円、検針・集金業務委託料 ４９８万 ４９０円、電算委託料 ２４９万 ８，５６０

円、水質検査委託料 １０７万 ６，０４０円、水源地の動力費 １，６９９万 ４，１７４円等でございます。

次に、第２項・営業外費用の決算額は ３，４９１万 ９，２５４円で、主なものは、企業債償還利息

２，２２５万 ５，５５４円、消費税納付額 １，２６６万 ３，７００円であります。

第３項・簡易水道営業費用の決算額は ８，９８６万 ７９４円で、予算額に対して １，２２０万 ８７４円

の不用額でございます。

支出の主なものとしまして、職員１名分の給与費 ７４６万 ４，２８３円、減価償却費 ３，６９６万 ６，

３９８ 円、固定資産除却費 ９８１万 ３，４２６円、検針集金業務委託料 １７２万 ８，２００円、電算委託

料 １０７万 ８１０円、水質検査委託料 ２２６万 ３，５９０円、水源地の動力費 １，０６２万 ７０４円等でござ

います。

次に、第４項・簡易水道営業外費用の決算額は ２，７１６万 ４，７４６円で、これは簡易水道企業

債償還利息でございます。

次に、第５項・特別損失の決算額でございますが、決算額は１６万 ２，３１４円で、これは不納

欠損分と過年度現額更正分であります。

次に、４ぺージから５ページをご覧ください。

（２）資本的収入及び支出でございます。
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まず収入でございますが、第１款・資本的収入の決算額は ８，３１３万 ７，５９３円で、予算額に

対して２，５７８ 万 ９，４０７円の減額となっております。

第１項の負担金の決算額は ５２０万円で、消火栓１３基分の設置工事負担金であります。

第２項・補助金の決算額は ３，４６３万 ７，５９３円で、簡易水道企業債の償還元金に伴う一般会

計からの補助金 ３，０３２万 ４，５９３円、古里・道瀬簡易水道施設整備費国庫補助金 ４３１万 ３，０００

円であります。

第３項・企業債の決算額は ４，３３０万円でございます。内訳は古里・道瀬簡易水道施設整備

事業に伴う起債額 １，２５０万円、茂原前山線配水管布設替事業に伴う起債額 ５７０万円、此ケ野

地区配水管布設事業に伴う起債額 １，９５０万円、中里地区配水管布設事業に伴う起債額 ３９０万

円、上里地区配水管布設事業に伴う起債額 １７０万円であります。

次に、支出でございます。

第１款・資本的支出の決算額は２億 ４，１８７万 ９，８５３円で不用額は １，６０４万 ４，７４７円となっ

ております。

第１項・建設改良費の決算額は ８，３８４万 ６，７００円で、不用額は １，６０４万 ３，９００円でありま

す。支出の主なものとしまして、古里・道瀬簡易水道統合整備事業における実施設計業務 ９

１０万５，６００ 円、古里・道瀬地区配水管布設工事道瀬１工区が ７０７万 ７，０００円、同事業の古里

１工区が ４７４万 ９，１５０円、此ケ野地区配水管布設替工 ２，３９３万 ２，６５０円、町道古里江ノ浦線

上水道配水管布設工事 ５６６万 ８，９５０円、町道茂原前山線配水管布設替工事 ８７４万 ２，３００円な

どであります。

第２項・企業債償還金の決算額は１億 ５，８０３万 ３，１５３円で、上水道企業債の通常分の償還

金１億 １９５万 １，８４８円、簡易水道企業債の通常分の償還金 ５，６０８万 １，３０５円であります。

なお、資本的収入額の ８，３１３万 ７，５９３円に対し、資本的支出額が２億 ４，１８７万 ９，８５３円で

ありましたので、不足する額１億 ５，８７４万 ２，２６０円は、当年度分消費税資本的収支調整額 ２

２１万 ６，０１８円、過年度分損益勘定留保資金 １，０６２万 ９，６８５円、当年度分損益勘定留保資金１

億 ４，５８９万 ６，５５７円で補てんいたしました。

次に、６ページをご覧いただきたいと思います。

平成２２年度紀北町水道事業損益計算書でございます。

これらは税抜きの額で示しております。

１の営業収益は給水収益とその他収益の合計２億 ６，９５８万 ８，８９３円であります。

２の営業費用は、①の原水及び上水費から⑥のその他の営業費用までの合計２億 ２，９４５万

５８



２，４３２円であります。

３の営業外収益は、①の受取利息及び配当金から③補助金までの合計が １２２万 ２，４４６円で

ございます。

４の営業外費用は ２，２２５万 ５，５５４円でありまして、当年度上水道経常利益は １，９１０万 ３，３

５３円となりました。

次に、５の簡易水道営業収益は、給水収益とその他収益の合計１億 １，２６７万 ５，９１５円であ

ります。

６の簡易水道営業費用は、①の原水及び上水費から⑥のその他の営業費用までの合計 ８，８

２６万 ７，８７４円であります。

７の簡易水道営業外収益は １，４００万 ５，３８９円であります。

８の簡易水道営業外費用は ２，７１６万 ４，７５６円でありまして、当年度簡易水道経常利益は １，

１２４万 ８，６８４円となります。

９の特別損失は１６万 ２，３１４円で、当年度分の純利益は ３，０１８万 ９，７２３円となりまして、こ

れに前年度繰越利益剰余金１億 ３，６５４万 ３，７０４円を合わせますと、当年度未処分利益剰余金

は１億 ６，６７３万 ３，４２７円となりました。

次に、７ページから８ページの平成２２年度紀北町水道事業剰余金計算書でございますが、

こちらも税抜きの額で示しております。

まず、７ページの利益剰余金の部でございます。１．減債積立金は、今回、５０万円を繰り

入れましたので、当年度末残高は ２，９７７万 １，７９０円となります。

２の建設改良積立金は、今回は、異動がなく、当年度末残高は２億 ７８９万 ６，４１３円となり、

積立金の合計額は２億 ３，７６６万 ８，２０３円であります。

３の未処分利益剰余金は、繰越利益剰余金、年度末残高１億 ３，６５４万 ３，７０４円に、当年度

純利益 ３，０１８万 ９，７２３円を加えた結果、当年度未処分利益剰余金は１億 ６，６７３万 ３，４２７円に

なります。

次に、８ページの資本剰余金の部でございます。

１の国庫補助金でございますが、当年度発生額 ４３１万 ３，０００円から、当年度処分額４０万 ９，

３８１円を差し引いた額を、前年度末残高に加えますと、当年度末残高は５億 ５９７万 ７，４１６円

となります。

２の県費補助金につきましては、当年度は発生しておりませんので、前年同様の ７，６５１万

３，９００円となります。
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３の一般会計補助金でございますが、当年度発生額 ３，０３２万 ４，５９３円から、当年度処分額

１３２万 ３，６８２円を差し引いた額を前年度末残高に加えますと、当年度末残高は２億 ２，１８３万

３８４円となります。

４の工事負担金でございますが、当年度発生額 ５２０万円から、当年度処分額２４万 ７，６１９円

を差し引いた額を前年度末残高に加えますと、当年度末残高は７億 ５，６４０万 ５，３４５円となり

ます。

５の受贈財産評価額でございますが、当年度発生額９万 ７，８１０円を、前年度末残高に加え

ますと、当年度末残高は２億 ７，１６７万 ４，９１８円となります。

その他の６の、その他の資本剰余金及び７の災害補助金につきましては、当年度は発生し

ておりませんので、合計しますと翌年度繰越資本剰余金は、１８億 ７，８８５万 ６，７１２円となりま

した。

次に、９ページをご覧いただきたいと思います。

平成２２年度紀北町水道事業剰余金処分計算書案でございます。ここも税抜きで示しており

ます。

これは地方公営企業法第３２条第１項及び同法施行令第２４条第１項の規定に基づき、当年度

純利益 ３，０１８万 ９，７２３円の２０分の１以上の額 ８，５００万円を、減債基金として、今回、積立て

をするものでございます。

次に、１０ぺージから１１ページをご覧いただきたいと思います。

平成２２年度紀北町水道事業貸借対照表でございます。ここも税抜きの額で示しております。

まず資産の部でございますが、１の固定資産では、有形固定資産と無形固定資産を合わせ

た合計額は４１億 ９，４１２万 １，７９０円であります。

２の流動資産では、現金預金４億 ８，９４４万 １，８５０円、未収金 ４，９７４万 ６，３５５円、貯蔵品 ６

６９万 ５，６１９円の流動資産合計額は５億 ４，５８８万 ３，８２４円で、資産合計額は４７億 ４，０００万 ５，６

１４円であります。

次に、負債の部でございます。

流動負債の合計額並びに負債の合計額は、 ４，０７９万 ６，９３９円であります。

次に、１１ページの資本の部でございます。

４の資本金でございますが、自己資本金と借入資本金を合わせた資本金合計額は２４億 １，５

９５万 ３３３円であります。

５の剰余金のうち、資本剰余金の合計額は１８億 ７，８８５万 ６，７１２円でありまして、利益剰余
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金の減債積立金は ２，９７７万 １，７９０円、建設改良積立金は２億 ７８９万 ６，４１３円、当年度未処分

利益剰余金は１億 ６，６７３万 ３，４２７円でありますので、利益剰余金の合計額は４億 ４４０万 １，６

３０円であります。

剰余金の合計額は２２億 ８，３２５万 ８，３４２円となりまして、資本の合計額は４６億 ９，９２０万 ８，６

７５円となり、負債資本の合計額が４７億 ４，０００万 ５，６１４円となりました。この負債資本の合計

額と資産の合計額とが合致いたしております。

平成２３年９月６日提出

紀北町長 尾上壽一

次に、１２ページからの決算付属書類につきましては、主なところだけを説明させていただ

きます。

１４ページは議会の議決事項と、職員に関する事項でございます。水道課の本年度末、職員

数は１０名でありまして、前年度より２名の減となっております。

１５ページは ２００万円以上の建設改良工事の概況を付けさせていただいております。

１６ページは事業会計の上水道と簡易水道の業務量について掲載しております。

年間有収水量率は、有収水量を総配水量で割った利率であり、有収水量率が上がれば利益

率が良くなることになりますので、漏水などを調査し、有収水量率の向上に努めてまいりま

す。

また、総配水量につきましては、上水が１４万 ９，９３６㎥の増となっております。これにつき

ましては高速道路建設に伴う現場事務所及び宿舎等の建設に伴うものと思われます。

次に、１７ページにつきまして、収入でございます。１７ページは収入・費用に関する事項で

す。６ページの損益計算書の抜粋でございます。

１８ページは、重要契約の要旨として ５００万円以上の工事契約と企業債の概況でございます。

本年度末残高は、前年度から１億 １，４７３万 ３，１５３円減少し、２０億 １，３０９万 ３，２３２円となり

ました。

１９ページから２２ページまでは、収益、費用の明細書を付けさせていただいております。こ

れらも税抜き表示となっております。

２３ページから２４ページは固定資産の明細書でございます。

それと、２５ぺージから２８ページまでは企業債の明細書を付けさせていただきました。

以上が、平成２２年度紀北町水道事業会計決算の内容でございます。どうぞよろしくお願い

申し上げます。
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川端龍雄議長

以上で、議案の内容説明並びに決算審査結果の詳細説明を終わります。

これから、各議案の質疑に入りますが、質疑の回数は議長が宣告した議題については、３

回以内となっております。委員会での審査は十分にできますので、自分が所管する委員会に

付託された案件につきましては、申し合わせにもありますように、大筋の質疑に止めていた

だき、詳細は委員会で行っていただきますよう、ご配慮のほどお願いいたします。

なお、発言の際には、マイクの調整を行っていただきますよう、質問者及び答弁者にもお

願い申し上げます。

それでは、これから各議案に対する質疑を行います。

日程第１０

川端龍雄議長

日程第１０ 議案第３３号 平成２３年度紀北町一般会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。

質疑については、分割して行うこととして、４ページの第２表の債務負担行為補正から、

１２ページまでの歳入についてと。また、歳出については１３ページの２款・総務費から、１９ペ

ージの５款・農林水産業費までと。また２０ページの７款・土木費から４０ページの給与費明細

書までに３分割して、質疑を行いたいと思います。まず４ページの第２表・債務負担行為補

正から、１２ページまでの歳入全般についての質疑を行います。

質疑される方はございませんか。

５番 瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

この一般会計の補正を見ますとですね、 ３，４００万円、２２年度で繰越を予定しておったとこ

ろが、４億 １，１００万円になったということは、２２年度の決算を分析しなければならないんで

すけども、私、個々のほうで把握されておると思うんですけども、それで残った金を３億 ８，

０００万円、いわゆる地方債式に積み立てると、この点について一番大まかなとこですね、歳

入のね、その辺のご答弁をお願いいたします。

川端龍雄議長
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タグだけ何ページから。

５番 瀧本攻議員

６ページの。

川端龍雄議長

６ページですね。

５番 瀧本攻議員

６ページもどこでも載っとるけどね。

川端龍雄議長

堀財政課長。

堀秀俊財政課長

お答えいたします。繰越金のことかと思いますが、繰越金ですね、当初に ３，４００万計上さ

せてもらいまして、今回の補正で４億 １，１１７万 ４，０００円ということなんですが、当初のとこ

ろですね、先に ３，４００万円分をですね、あげさせてもらったということで、決算するまでは

どれだけになるかというのは、当然わかりませんので、あげさせてもらったということでご

ざいます。今回の合わせましてですね、実質収支が４億 ４，５１７万 ４，０００円ということに、繰

越金なったわけなんですが、その大きな要因としましてはですね、特別交付税がですね、特

交のほうが２億予定、予算計上しておりましたが、２億 ３，０００万円ぐらいですね、４億 ３，０

００万円、２億 ３，０００万円多くですね、３月の末でないと、特別交付税のほうというのはわか

ってきませんので、そこら辺が多く交付していただきましたので、主な要因としましては、

そこのところが多くなったということでございます。

川端龍雄議長

瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

２億 ３，０００万円、交付税が増えたということは、そのなぜ増えたかということまでは、わ

からないんですか。それで結局、４億 １，１００万円増えとるわけですね、２億 ３，０００万のこれ

を引くとですね、あと１億 ８，０００円増えておるわけですね。１億 ８，０００万はどういうことで

すか。それはいわゆる、その２２年の決算で不用額として出てきたのかどうかということです

か。

川端龍雄議長

堀財政課長。
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堀秀俊財政課長

お答えいたします。先ほど、決算、実質収支の状況としましては、要因としましては、一

番主なものが先ほどの歳入にかかる特別交付税の４億 ３，０００万円交付されまして、２億 ３，０

００万円ですね、増えたことと。それから後、歳出のほうでは不用額のほうがございまして、

２億どれだけかの不用額の中に、一般財源の不用額がございます。それから、繰越事業の分

で ４，２００万円ほど繰り越して、予定したよりも入札差金とかどうかで、残ってきたお金がご

ざいまして、合わせまして、それらまた細かい要因もあるんですが、そこら辺、不用額とそ

れから繰越の不用額とか、そういったものを合わせまして、入の要因と歳出の要因と合わせ

まして、そのような格好になっております。

川端龍雄議長

瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

だいたい年間４５億ぐらいの、その交付税を、４０数億ですよ、それの約５％ぐらいですね、

増えとるわけですね。その要因は何かということを、僕は、課長に質問したはずなんですわ。

それのご答弁をお願いいたします。

川端龍雄議長

財政課長。

堀秀俊財政課長

すいません。増えた要因、先ほど特別交付税のほうの要因でよろしいでしょうか。これは

ですね、特別交付税につきましては、いろんな事情で県のほうからですね、裁量的にいろん

な災害があったりとかですね、財政力の弱いところへとか、そういった配分をしていただく

ということで、今回たくさん配分していただいたということでございます。細かい理由でど

うのこうのということは、こちらもちょっと承知しておりません。以上であります。

川端龍雄議長

よろしいですか。

よろしい、山岡副町長。

山岡哲也副町長

町長とともにですね、常々ですね、地域振興担当理事とですね、市町有在設置、市町のと

ころとは、お伺いしておりまして、親交を深めておりますので、そういったあの配慮はあっ

たかもしれませんが、その点についてはちょっと書類上は何もいただいておりませんので、
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ただ我々としては精一杯ですね、お願いしていく、今後もですね、していきたいと思ってお

ります。

川端龍雄議長

ほかに質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

それでは、次に、歳出の１３ページの２款・総務費から、１９ページの５款・農林水産業費ま

での質疑を行います。

質疑される方はございませんか。

１２番 松永征也君。

１２番 松永征也議員

１３ページのですね、基金管理事業３億 ５，４００万円、これ財調ほかという説明であったわけ

なんですけども、内訳をお聞きしたいと思います。

川端龍雄議長

堀財政課長。

堀秀俊財政課長

ただいまの質問にお答えいたします。基金積立金、今回３億 ５，４３２万 １，０００円の内訳とし

まして、まず財政調整基金のほうへ３億 １，０１６万 ３，０００円を積ませていただきたいと思いま

す。それから、減債基金 ４，０００万円、それから交通安全対策事業基金 ４１５万 ８，０００円が内訳

となっております。以上であります。

川端龍雄議長

松永征也君。

１２番 松永征也議員

交通安全の対策事業基金に、 ４１５万 ８，０００円ということでありますけども、これはですね、

交通事故はですね、多発しておるわけですね。頻発しておると言えるかと思うんですが、危

険箇所もですね、町内には無数にあって、それから地域からの要望も多いと思うんですが、

このような状況の中にあってね、積み立てますということは、いかがなものかと思うんです

が、そういう点はいかがでしょうか。

川端龍雄議長
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住民課長。

工門利弘住民課長

ただいまのご質問にお答えします。実は先ほどの ４１５万 ８，０００円の部分なんですけども、

この部分はですね、交通災害共済というのが以前ございまして、平成２０年度まで、２０年３月

までございまして、その部分が県全体でやっとった事業なんですけども、それがいろんな保

険ができたということで、県民の方もいろいろ保険をですね、選択できる時代になったとい

うことで、廃止ということになりました。そしてその時にですね、その剰余金をですね、配

分するということで、平成２０年度にも２千何百万ですね、基金を積み立てる事業を行ってお

りますが、それの請求がですね、この２３年３月で最終的な請求も終わりました。そして、最

終的にですね、県で余ったお金をですね、各市町村にその時の按分と同じ率でですね、配分

したわけでございます。その部分を基金積立事業として、積み立てるというものでございま

して、例えばこれをですね、交通安全対策の予算にということになりますと、今年度ですね、

その全額を注ぎ込むということになりますんで、一旦その基金へ積んでですね、そして毎年、

交通安全で必要な予算に対して、それを取り崩して充当していくと、そういうふうな使い方

でございますので、今回その基金に積み立てるということで、ご理解願いたいと思います。

よろしくお願いします。

川端龍雄議長

松永征也君。

１２番 松永征也議員

えっとですね、その使途なんですけどもね、私は前の議会にもですね、指摘しましたんで

すけども、交差点等のね、停止線、白線、これはまあ消えておったり、また薄くなっている

箇所が、町内あっちこっちにあるということで、指摘したわけなんですけども、そういうこ

とはですね、どのようになっておられるのか。点検をしてですね、必要なところはきちっと

引き直してやったのかどうかね。いかがですか。

川端龍雄議長

所管の課長、挙手を、上村建設課長。

上村康二建設課長

交通安全対策事業として、建設課のほうでですね、停止線の白線を引き直したり、あるい

はガードパイプ、そういったものは建設課のほうで実施はしております。

川端龍雄議長
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よろしいですか。

ほかに質疑される方はございませんか。

６番 入江康仁君。

６番 入江康仁議員

あのね、町長、この積み立てするのもいいんですけどね、国からのそんだけのお金が、３

億 ５，４００万円、これ積立しとるんですけども、何かですね、防災に関してもそうだけど、何

かこの町の今、景気も低迷しとる中でですね、何か早急にやらなあかんということは、たく

さんあると思うんですよね。そういう事業のいろんな先頭に、それは切って、町長がですよ、

各課担当にいろんな考えを具申してですね、何かないかということで、そういうとこの使い

道で、これ基金積立てしたらいいというもんじゃなくてね、もっとその使い方を考えるもん

じゃないかと思うんですけど、そこのとこはどう考えます、町長。

川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

議員おっしゃるとおりでございます。とりあえず今回はですね、このいただいたものを基

金へ入れるということですので、積極的にですね、特に今回、３．１１から避難路のこともあり

ますので、そういったものにも充当していきたいと思いますんで、そういった意味からする

と、事業計画をしっかりと持った上でですね、この基金を取り崩すこともあろうかと思いま

すが、その枠内でも、交付税、入の分の枠内でも一生懸命やっていきたいと、それで足らな

い部分はですね、財調とか目的基金が今、松永議員もおっしゃったですけど、そういったも

のに積極的にですね、使っていきたいと思います。

川端龍雄議長

入江康仁君。

６番 入江康仁議員

その中でね、町長。やはりこの今一番のこの地域で、地場産業の農林、漁業ですね、が一

番低迷している。その中でなんかこの活性になるような、町長、この考えはありますか。や

はりこれ３億からですね、この積み立てて遊ばせておくんじゃなくて、国から来た補助金の

中をもっと有効的に活かすような使い方をですね、町これはもう本当に、各課担当課長、い

ろいろあると思うんですけど、課長なんかも一丸となってですね、それをせな、この町の繁

栄、また将来というもんは見えてこんと思うんですけど、どう思います。
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川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

地場産業のみならずですね、いろいろな住民の皆さんの安全・安心を守る、そういった部

分でも本当に、今、おっしゃったようにですね、各課で知恵を絞りながらやっていきたいと

思いますので、またいろいろと検討していきたいと思います。

川端龍雄議長

ほかに質疑される方はございませんか。

以上で、質疑を終わります。

次に、歳出２０ページから７款・土木費から４０ページの給与費明細書までの質疑を行います。

質疑される方はございませんか。

玉津充君。

８番 玉津充議員

２３ページのですね、災害対策費についてお伺いします。地震・津波災害避難路整備事業で

４，８８０万 ７，０００円が組み込まれておりますが、これの具体的な内容を教えてください。それ

とそのものがですね、この自主防災会から出てきております、要望事項のどれに当たるのか、

またはそれ以外の物件なのか。その辺のことを教えてください。

川端龍雄議長

五味危機管理課長。

五味啓危機管理課長

お答えします。工事のほうでございますけども、まずですね、今回の工事につきましては、

６事業ございます。まず１点目はですね、引本津呂町津波避難路設置工事で １，０５０万円、続

きまして、矢口神社津波避難路用橋梁改修工事で ２５９万 ２，０００円、３点目がですね、東長島

津波避難用呼崎１号橋改修工事で １，０５０万円、それで、次に続きましてですね、役場本庁議

会棟屋上安全柵設置工事、東小学校屋上安全柵設置工事で ２６７万 ８，０００円、すいません、先

ほどの議会棟ですけども、 １１８万 ２，０００円でございます。６つ目がですね、相賀新町公園地

津波避難路整備工事で ５７０万円でございます。合計、工事費がですね、 ３，３１５万 ２，０００円で

ございます。そのほかにですね、紀北町防災マップ防災情報整備業務委託で ３２５万 ５，０００円、

引本津呂町津波避難路測量設計業務委託で ３１５万円、東長島津波避難用呼崎１号橋測量設計

業務委託で ５２５万円でございます。
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それでですね、各住民防災会から出てきたのと、どこの分団のということでございますけ

ども、まず１点目の工事につきましては、引本津波津呂町津波避難路整備工事につきまして

は、この引本地区でですね、学校側ですね、ＰＴＡ側からですね、要望がありました件とい

うことでですね、それとですね、矢口につきまして、矢口神社津波避難路用橋梁改修工事に

つきましてもですね、これ矢口小学校のほうと地区からの要望でございます。長島のですね、

津波避難用呼崎１号橋改修工事につきましては、これはですね、小学校ＰＴＡのほうからの

要望でございます。それと役場本庁議会棟屋上安全柵設置工事につきましては、これはです

ね、本地自治区が津波のタワーもですね、要望があるということで、これに代わるものをで

すね、ということですね、地区の住民の方とか、来場者の方ですね、町内へ来庁される方が

ですね、避難できるということで、これを検討しております。上げさせていただきました。

続きまして、東小学校屋上安全柵設置工事につきましては、ＰＴＡ側から小学校側からの

要望でございます。相賀新町公園地津波避難用整備工事につきましては、相賀区からの要望

でございます。以上でございます。

川端龍雄議長

よろしいですか。

玉津充君。

８番 玉津充議員

ＰＴＡうんぬんというのは、これに載ってなかって、後から出てきたということなんかと

いうことですね。６件あって、今、４件は、この自主防災会から出てきた要望に対する改善

策だということをお伺いしました。で、あと２件のことですね、それが１つと。

もう１つですね、６月議会と我々の防災特別委員会で、これいただいて、合計 ２０１件の、

この項目をいただいておるんですが、先般ありました自治連との懇談会などではですね、ど

うも ２０６件というふうに言われておられるので、その、この後も、その５件というのがです

ね、どういうことなんか。その点についてお聞かせください。

川端龍雄議長

五味危機管理課長。

五味啓危機管理課長

お答えします。先ほどのですね、２件につきましてはですね、教育委員会、学校ですね、

そのようなことで要望をいただいてですね、整備していくということでございます。それと

ですね、あとの５件の追加のことですよね。その分につきましてはですね、その分の追加と
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いうことでですね、をさせていただいたということで、５月に一旦はですね、２７日に締めた

んですけども、その後の追加ということでですね、今のところ ２０１件から ２０６件というふう

なことでですね、お答えをさせていただいております。以上でございます。

川端龍雄議長

玉津充君。

８番 玉津充議員

我々これをいただいて見ておりますんでね、追加等あれば、別個の形でですね、こういう

ことが追加されたということを、お知らせいただきたいと思うんですが、その追加された項

目について、我々議員にも、その項目を配付していただきたいと思うんですが、いかがでし

ょうか。

川端龍雄議長

危機管理課長。

五味啓危機管理課長

大変失礼しました。追加をですね、出させてもらいます。今ですね、資料という、後ほど

で、追加ということの資料を出させていただいてよろしいです。はい、では。

川端龍雄議長

資料。３回質問して、それにおいて質問ありませんね。

８番 玉津充議員

はい。

川端龍雄議長

そうしたら、今、用意できとる。後で。それでは後でよろしいですね。

では、ほかに質問される方はございませんか。

１８番 北村博司君。

１８番 北村博司議員

１８番です。これ歳入のほうに上がっているんですが、歳出にこれに相当するものが、どこ

にあるのか。ちょっとわからんので、１２ページにね、建設関係総合賠償金、保険金が２４万 ８，

０００円入ったよというのが、どこで一体だいたいちょっと総合賠償金という言葉の意味が、

なんの賠償金で、なんか事故があったのか、どこから入っとんのか。それは歳出ではどれが

相当するのかというお尋ねをいたしたいんです。どこにあるのかと。

それとね、１点だけちょっと確認しときます。先ほど、防災課長の、２３ページの関係で、
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防災マップ製作っていってましたが、ちょっとこれは確認だけです。私は委員会の委員長で

すんで、町長にお尋ねしたいんですが、防災マップをつくるということですが、群馬大学の

大学の片田教授の話は聞かれたと思いますが、片田教授、聞かれとるでしょう。片田教授は

教育関係、子どもたちに防災マップなんか信用するなと、行政のいうことを想定らあ、絶対

信じてはならんという形で、各地でお話しとるんですよ。それにも関わらずあえて防災マッ

プをつくるということですね、その辺の確認だけしておきます。

川端龍雄議長

上村建設課長。

上村康二建設課長

お答えをいたします。賠償金のですね、２４万 ８，０００円の支出はどこにあるのか。

川端龍雄議長

ちょっとマイクを。

上村康二建設課長

どこにあるのかということなんですけども、２０ページの、歳出の２０ページのですね、土木

事業推進及び管理関係事業ということで、２４万 ８，０００円、これにあたります。

１８番 北村博司議員

賠償金ってなんのこと。

上村康二建設課長

すいません。賠償金の２４万 ８，０００円につきましては、桂城隧道内の損傷事故。

川端龍雄議長

聞こえにくいから、ちょっとマイクを少し。

上村康二建設課長

桂城隧道内の走行車両の損傷事故によるものでございます。それの示談が決定したという

ことで、今回、出させていただきました。示談金です。

川端龍雄議長

よろしいですか。

尾上町長。

尾上壽一町長

防災マップにつきましてお答えをさせていただきます。防災マップといいましてもですね、

今までのやつは想定マップではございません。これはですね、各地区の海抜をいろいろこう
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表示して、まだ今は案です、案ですけど、そういうものをつくっていきたい。いろいろな各

地区の海抜の高さを記入した地図でありまして、それから、例えば１０ｍから、ここはという

ことで色を塗ったり、２０ｍから色、それで逃げる高さのほうですね、マップをつくりたいと

いうことでございます。そういうことですので、津波がここまでくるというのは、もちろん

防災のほうでも、特別委員会の時にでもお話させていただいたかもわかりませんが、これ９

月以降が県が想定しますので、うちといたしましては、そのインターネットからもですね、

見えるし、住民の皆さんがどういう形で逃げる道をするかという、今、案なんですけど、お

認めいただいたらのことなんですけど、そういったものをですね、海抜表示したものを、そ

れから避難路表示をしたものをつくらせていただきまして、家庭もしくは地域にそのマップ

を配らさせていただきまして、家庭会議をしていただきまして、自分たちはこの道から行く、

自分たちこの道、その会議をしていただく、地域は地域でそれを活用していただきまして、

会議をしていただく、そういった資料をですね、作るということで、海抜シールと同じよう

なことで、今、現在の海抜などを、紀北町の全地区がわかるような地図をつくりたいと、そ

ういうことでございます。

片田さんの意見はですね、本当に私も２度、３度と聞いておりますんで、本当に想定を、

行政を信じるなというんではないんですが、きちっとですね、自らの命を守ることに主体的

たれと、片田先生はおっしゃっております。そういった意味から、自分たちが今いったよう

な地図とかですね、そういったものを活用していただいて、自分たちでどうやって自分の命

を守るか、これを重点的に考えてくださいということを、片田先生のおっしゃるようなこと

も提案していきたいということで、このマップでございます。

川端龍雄議長

ほかに質疑される方はございませんか。

９番 奥村武生君。

９番 奥村武生議員

先ほどのその玉津議員のお答えになった中身の続きですけども。

川端龍雄議長

奥村君もう少しマイクを、マイクを前にやってください。

９番 奥村武生議員

引本のですね、その工事の施策の、どのようにするのかということをですね、大体のこと

を私は聞いてますけども、ほかの皆さんもおることですので、具体的にそのわかるように説
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明いただきたいと。

それから、なぜこのような、施策になったのか。

それから、今まで私はしつこいほど、これ言ってきたと思うんですよ。ここの問題につき

ましてはですね、幼稚園や子どもたちのことが関わっておるわけですから。ここのその施策

にかかる試案を、構想をつくったのは誰なのか。そしてこの構想、２つの試案を示したと聞

いているけども、どんなものであったか。

それから、私はこの一般廃棄物を全部とれと言っとるわけですよ。それとこれについての、

ここにある撤去するですね、この １，０００万円というのは、どのような形で五味課長は、あれ

したのかと、どこから出てきたのかと。これについて、ちょっとお聞きしたい。

川端龍雄議長

五味危機管理課長。

五味啓危機管理課長

ただいまの質問にお答えします。まずですね、引本のですね、幼稚園のですね、裏のです

ね、避難経路、避難路ですか、それを考える上でですね、一番まず障害になったというんで

すか、そのことはですね、引本自治会のほうでですね、避難路に予定している場所にですね、

墓石がですね、整理、墓の整理をする時にですね、墓石を積んだということで、これがです

ね、妨げになってですね、避難路をつくれないということでですね、まず引本の自治会長さ

んにですね、この避難路を整備するにはですね、この墓石をですね、どけてもらうか、撤去

してもらうか、それとも別な場所にですね、置いていただくかというふうなことで、話はさ

せていただきました。

それで２通りというふうなことはですね、まず１点目はですね、ここにですね、引本の皆

様からですね、要望はですね、スロープを付けてくださいというふうな要望がありました。

それでですね、スロープを付けてですね、引本公園のですね、今ついているですね、階段に

ですね、直接付けようとなるとですね、すべての墓石をよける必要がありますよというふう

なことで、自治会長さんに相談させていただきました。

ただもう１つの方法としましてはですね、３ｍぐらいの幅にですね、広げてですね、そこ

をですね、途中までスロープを付けて、それから現在ある階段まで同じような階段をですね、

付けていくというふうな２通りがあるということで、話はさせていただきました。その中で

ですね、やはり自分たちでですね、置いた墓石ですので、町がですね、全面的にですね、そ

の墓石をよけるのにですね、税金を使ってですね、よけることはできないというふうな話を
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させていただきました。

それでですね、ご了解をいただきましてですね、それでは途中までスロープで、少し途中

からは階段で結構ですというふうな話がございましたので、今回このような形のですね、予

算を付ける、予定させていただいております。それでですね、施工延長としましては １１０ｍ

で、約２ｍ５０㎝の幅で、避難路のスロープを付けていく予定になっております。

ただその時にですね、支障となるですね、墓石につきましてはですね、安全柵っていうん

ですか、それを設けてですね、地震が起こってもですね、避難路のほうにですね、壊れてこ

ないような安全策を取って、これら対応していきたいというふうな考えを持っております。

以上でございます。

川端龍雄議長

奥村武生君。

９番 奥村武生議員

答弁漏れがあるけども。

川端龍雄議長

質問してください。

９番 奥村武生議員

１，０００万の答えが出ておらん。

川端龍雄議長

五味課長。

五味啓危機管理課長

今、 １，０００万といわれるのはですね、墓石を全面撤去すればというふうなことで、 １，０００

万円というふうな、以前に話は出たと思いますけども、これにつきましてはですね、町内の

ですね、石材店にですね、見積もりをいただいて、最初の見積りがですね、そういうふうな

見積で、全面撤去して産業廃棄物として処理する場合はですね、 １，０００万円というふうな、

１，０００万円近く要るというふうな見積もりがですね、出てきたということで、以前のですね、

防災問題特別委員会でですね、報告はさせていただいたのは事実でございます。以上でござ

います。

川端龍雄議長

奥村武生君。

９番 奥村武生議員
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４月２９日にですね、私はですね、町長に白浦で会って、来ていただいて、それで引本の避

難する、その １，２００人のうちですね、 ２００人は長浜として、あとの １，０００人は引本でもそれ

ぞれ割っていくとですね、約 ２５０人の人がそれぞれの４箇所に避難が必要なんだと。

それで、さらに引本小学校の裏につきましてはですね、これはその松島の人も来るんです

と。松島の人も来ますよ、これはね。そして、なおかつその昼であればですね、幼稚園児や

小学生が来ると、だったらもう墓石を全部どけてですね、ここをかなりの部分で、そのスペ

ースをとらないと、これは取ってくださいよというふうに、町長にお願いしたはずですよ。

ところが、ズルズルと延びてですね、あの時に、町長がおっしゃったのは、６月の予算で

ただちに計上する予定であるので、予算に反対しないでくださいねというふうなこともおっ

しゃったと。そう私は期待しとったわけですよ。

ところが、私はですね、町を歩いてますとですね、奥村議員この命だけは助けてください

よという声が、ものすごい強いわけですよ。それから、ちょっと上がったところに踊り場が

ありますが、そこへ東屋みたいなものも建ててくださいよと。私はあんた引本から選ばれた、

ある面では議員としてね、どれだけの要望を受けているんです。それだけのものを集約して、

僕はあなたたちに言っているんですよ。なぜそんな訳のわからんような、スケールの小さい

あれになるんですか。答えよ、五味課長。

川端龍雄議長

奥村武生君、今の言葉は取り消すか、発言の取り消すか、何かしてください。

９番 奥村武生議員

答えてください。

川端龍雄議長

発言、取り消すんですね。

９番 奥村武生議員

取り消しますけど、答えてください。

川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

あのですね、何ら避難路につきましてはですね、考え方は変わっておりません。だから、

町がこうせえとか、幼稚園を逃がすためにですね、今、言ったように １１０ｍ、 ２．５ｍですね、

確保させていただきます。
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それと墓石の問題につきましてはですね、あくまでも避難路を付けるうえでの障害物の撤

去です。ですから、そういった部分で墓石あるのを、みんな退けろということでですね、先

ほど課長も言いましたけど、町費を全部ですね、使うわけにはいきません。だから、そうい

った部分での避難路をつくるうえで、障害のある部分だけは移動させていただいたり、撤去

もさせていただきますけど、そういった部分での了解はですね、地権者の方、そして区長さ

んを始め十分私も交えて、話し合ったうえで、結論を出させていただきました。以上です。

川端龍雄議長

奥村武生君。

９番 奥村武生議員

課長はいいです。

そのさね、普通はその廃棄物でしょう。これは廃棄物をその区に求めてですね、本当は檀

家ですけどね、どうも調べたら。求めてその檀家が、檀家なり、区へ求めてですね、これが

障害としてとることはできないと、費用の問題もあって、 １，０００万円なんていったから、震

え上がったんじゃないかと思うけどね。

しかしながら、片方では避難路がつくられて、そこへ結ぶ避難の道にですね、これは十分

なその避難ができなければですね、町はその対策を考えないかんのじゃないですか。障害物

を町の予算で取ることはできないという、短絡的な意見ではね、そうしたら ３００人からのそ

こへ１０分以内に集中する人々を、それで私は守れるとは思いませんよ。後ろから間違いなし

に津波に飲み込まれますよ。私はこういうふうに言ってるのはね、あなたたちが１９４０年の東

南海津波の時に、私はその時の小学生、４年生・５年生・６年生。小学生、１年生・２年生

・３年生だった人の皆さんの意見を聞き取りしたうえで要望しとるわけですよ。率直に言え

ば。

あの時に、小学校、１年生・２年生・３年生は、授業が終わってグラウンドで遊んでいた。

４・５は校舎で授業をしてた。６年生は引本の和尚さんに連れられて、矢口へ芋を堀りに行

っておったわけですよ。そしてその時に、どんな状態でどのように避難したかということを、

つぶさに私は調べて、住民の要望も聞いてやっとるわけですよ。

ところが、私の意見は何ひとつ五味課長等は聞きに来なかったですね、意見を。あなたは、

区長なりと話をしたというけどですね、区長は私にどういう言い方したんですか。引本幼稚

園の入園式の時に、私は教育委員会に、ぜひもう見てくださいねというふうに要望しました。

そうしたら、次の日に、教育委員会の皆さんは、現地へ、見てくれました。その時に、翌日
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に来てくれたわけですよ。

その時に、その幼稚園の開園式があって、幼稚園の園長さんが、教育委員会から見に来て

くれますわといったもんで、ああそれは私が要請をしたんですと言ったわけですよ。そうし

たら、区長がその時に横でですね、何もかも町へ要請するのはおかしいというような水をさ

したわけですよ。これは教育委員長もおりましたから、確認してもらえばいいです。

こんな訳のわからんような区長、区長と五味君と相談して、住民が守れるんですか。

川端龍雄議長

ちょっと質疑のほうへ。

９番 奥村武生議員

私は守れないと思いますよ。圧倒的多数の人が、私のとこに、何十人も来とるんですよ、

このようにしてくださいというのを、その要望を何１つ聞いていただけずにですね、このよ

うな計画になったのは非常に残念ですよ。再考してください。改めてどのようにすれば一番

ええのかね。どのような形で退けたら一番ええのか、何人が来るのか。もう１回これやり直

してもらわなあかん。その点について、町長のお答えを願いたい。

川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

あなたとですね、引本区長の間はどういう関係かは、よくわかりませんが、私としてはや

っぱり区民の代表の方とも、話させていただきましたし、そこの地権者の方ともお話させて

いただきました。これは私がじかに話させていただきました。そういう中で、別に町に丸投

げというような感覚も、私は受けませんでしたし、区長さん等、役員の皆さんともお話した

うえでの結論を出していただいたものだと思っておりますので、それそういうことで、させ

ていただくということですので、ご理解をいただきたいと思います。

川端龍雄議長

ほかに質疑される方はございませんか。

６番 入江康仁君。

６番 入江康仁議員

先ほどのね、積立金に関連しての問題、意見になるんですけど、ようはこの引本小学校の

１，０００万円は、五味課長。まだ予算としては上がってるの、入ってるの、 １，０００万。入って

ないんでしょう。 １，０００万とか何とかって、引本の。ないって、見積もり、あるって言うた
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やないか。入っとらへん。

その中でね、先ほどのやり取りの中でね、町長。町長は住民目線の中で、私はね、はっき

り言うて、これ教育課長また教育長、教育委員長もしっかり聞いておいてほしいんだけど、

私は今のやり取りの中でいうんじゃなくてね、第一に、私は東日本の震災で、大川小学校の

あの生徒が大きな犠牲になったということの中で、私も現場に行きました。それで、６月議

会でも言ったはずですよ、私は。

だから、あそこの細い道路のとこと、三角のとこに落ちそうになっとることが、下から支

えて広くせえよと、そして墓石に対してはね、私もこれは、ようはね、この避難路をつくる

というような立場じゃなくて、僕は言いたいのは、教育長と教育委員長に対しては、ねっ、

その東日本の大川小学校の生徒の、避難さす立場にあった先生方の立場を、あなた方が一番

わかっとらなあかんのですよ。

だったら、一番先に現場に行って、どうするかということを、すぐに検討せないかん。ね

っ、あなた方が先生の立場、校長先生の立場になって考えやなあかんのが、あなたたちなん

だよ、教育課長もそろえて。その中でどうすることしたらいいかと、僕も言った。墓石が積

んである。だから、私は今の奥村議員との間でも、区長との間に入って話もしました、その

時に私が言ったのは、墓石って、墓石は課長は、地区で退けてくれっていうけど、あの墓石

は皆すぐにわかりますか。皆わかる人の墓を、皆あないして放ってあるんですか。墓石って

いうものは、守っとる人がおったら、全部建っておるんでしょう。守っとる、町外へ出てい

ったり、いろんな地域へ転出していった人たちが置いて、その墓のその持ち主がわからない

のが現状じゃないんですか。

だから、私は区長に言ったのは、この墓石は町でとらしましょうと。これこそ町長が言っ

とる住民目線やないかな。いろいろな税金を使うことはできんって、馬鹿なこと言っとった

らあかんよ、町長。いかに無駄遣い、今からまだあるというのは、あんた言いたかった、僕

は答弁するけど、これこそ、この墓石をとって、そして、避難路を確保するのが、町行政で

す。

そして、今のいった、地区の区長としてですよね、やるんだったら、歴代区長がいろいろ

変わった中で、あの墓の １，０００個近いもんがたまったと思う。それが、現時点の区長にポン

とのされても、これも区長も困る。私も区長しとるから、その時にその立場になったら、僕

全責任とらんならんのやったら、こんなもん区長も受けられん。だから、町でとりましょう

と。しかし一旦整理するのは、今までのことあったから、避難も早急につくらんならん、避
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難路も。だから、とらせましょうと。これは町費を使って議員、誰しも文句言わへん。その

代わり、この後で墓石をとる時は、区で管理して、 ２，０００円なり ３，０００円なり、ちゃんと処

理代はとってくださいよ、区長と。区長にお願いした。それを約束してくれるんだったら、

これ町で皆とらせましょうと。ねっ、これは当たり前。

だから、この積立に対してもそうです。これは五味課長にもはっきり言うてある。町民の

命と税金を、いかに生きて使うかというのは、ここなんですよ。私らから言うたら、いろい

ろなお魚らんどしかり、ねえ、今の産廃訴訟に対する税金、あの訴訟に対する億に近い金、

これ無駄遣いじゃないんですか。これは現に皆、町が実際問題を起こしてやっている訴訟じ

ゃないですか。

片方で億に近い金を使っとる。人を守るためには税金、使わない。馬鹿なことを言っとっ

たらあかんよ、こんな。だから、引本地区の人らには、早くその墓石を今から五味課長が言

っとるようにね、とってくださいっていったら、あんたらそんならあの墓石の名前みて、み

んな住所、調べとるか、そんなら。当然そこまで言うんやったら、あの墓石から持ち主を探

さなあかんやないか。やっとる。後で答えてよ。町長も指示、出しとるか、それは。そんな

問題じゃないよ、これは。ようは町民の命、また教育関係のやっとる引本小、幼稚園、各先

生方の立場を考えて、教育委員会は考えて、町行政は町民の生命、財産を守るために、避難

路を確保するのが、行政の仕事じゃないんですか。

それを税金どうのこうのって、細かくいっとってね、この積立をもっと生かすように使っ

たらどうですかっていうの。そのために、議会としても、防災特別委員会も設置してですね、

一生懸命やっとるじゃないですか。そういうことを踏まえての町長の答弁を、今ちょっと軽

率すぎるよ、町長それは。

だから、私は言っとるように、引本のこの墓石を、私は一般廃棄物として、紀北町にある

紀伊長島区の名倉区のあそこへほったらいいよと、ただ運ぶだけやったら １，０００万円もいら

んよ、それは。私は、 ２００万、 ３００万で業者にさすよ、それやったら。その代わりに引本区

民の方々にも、搬出する時にはちょっと手伝っていただきたいというお願いもするかわから

ん。それは経費をいかに少なくするかと。そして、それに携わる地元区民もそのことでボラ

ンティアになっとる人たちによってですね、これから次に対するあの墓石をほったらこうな

るという認識を持ってもらうためにも、皆良いことじゃないですか。なぜそれを考えんので

すか。

とにかく、教育長と教育委員長にはお願いしとくけど、これはこの担当している人たちは
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ね、本当に眠れないと思う。そして、もう自殺者も出とるの知っとるでしょう、先生で。そ

ういうやっぱり責任を、二度と繰り返したらあかん。私たちは目の前で見せてもうとんだか

ら。それをその人たちが、どうのこうのっていうんじゃなくて、本当にその立場になって考

えてやっていただきたいと思います、ねっ。

それで、町行政の町長としては、もっともっと税金を、もっと本当に使う時は、町民のと

きにしたらね、議会も反対しないですよ、そんな、ねっ。それで、見積もりに対しても課長

ももっとそんな業者から、１社でとった見積もりの金額を言うとんじゃない。ようはあなた

方の担当課としては、皆これ、皆ですよ、これ担当課長。これはひとつの大きな紀北町の防

災に対するプロジェクトですから、一担当課長で賄いきれんとこがあるんだから、ねっ、そ

ういうことの中でやろうとする気持ちを持ったら、必ずいろんなもんも、発想も浮かんでく

る。

それで、町長はそこの担当課長のね、能力を引き出すように、あなたからも指示せなあか

ん、これは。防災は紀北町の町民の命じゃないですか。東海・東南海・南海地震で３連動く

るかわからんと。どんどん言うても、急遽せなあかんことなんですよ。

だから、この予算に関しては、ここに入ってないこと自体、僕は本当にあれや。ねっ、そ

このとこで、教育長と教育委員長にですね、あなた方も今からどうしょうかということは、

私言った質問、言われても、あなた方の考えも聞かせていただきたい。で、町長と担当課長

もどうやるかということを、明確にちょっとお聞かせください。

川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

これはですね、避難路をつくらないということではないんですよね。先ほどから何遍もい

いますように、 １１０ｍのやつを ２．５ｍ幅でつくるわけなんです。そういうことでですね、そ

の墓石の問題も、今の区長さんに皆するという、住所を調べるとかおっしゃったですけど、

あれはですね、性根抜きしてですね、区の皆さん、そのお寺の方がええやないかということ

で、置かれたんで、その１個１個を調べてですね、どこへ片づけるという問題ではないんで

す。そういう話なんで。それからですね、避難路については、その墓石を動かせるところは

動かして、そしてその安全を確保した上でやりますんで、決してその極端に言えば、避難路

をつくる上で、関係のないところへ置いてある墓石まで撤去することは必要ないと思ってお

ります。
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それと、これはいろいろな意味で総合的に、私が判断させていただいた上で、区長さんや

そういったもの、学校もちろん学校とも相談しましたけど、教育委員会とも、そういう形で

させていただきますよ、それで、地権者の方、それで区長さん、それで地権者の方もですね、

こっちへ土地あいとるから、そっちへも移していただいたらいいよというお話もいただいて

おりますので、そういう意味ではその避難路として、安全に活用できるような避難路をつく

っていくという観点ですので、その避難路の安全を守るために、邪魔なものはもちろん移動

もさせていただきますし、撤去もさせていただきます。以上です。

川端龍雄議長

安部教育長。

安部正美教育長

お答えいたします。入江議員のおっしゃるとおりで、私どもとしては現場の校長先生以下、

職員にその安心して働いてもらえる、あるいは災変の時には、安心して子どもたちを、安心

とはですね、一生懸命になって、安全に避難をしてもらえるようにですね、今後、町長の部

局と十分話しをしていきたいと、そういうふうに思っております。以上でございます。

川端龍雄議長

よろしいですか。

６番 入江康仁議員

委員長、何か。

川端龍雄議長

大和教育委員長。

大和秀昭教育委員長

はい、教育委員長も教育長のほうからも答弁をさせていただいたんですが、現場について

は私も何度か見せてもらって、課題もたくさんあるように思いますが、財政的な問題も含め

ては、町長部局とも対応しながら、本当に子どもを安全に導きたいというふうに考えており

ます。以上です。

川端龍雄議長

入江康仁君。

６番 入江康仁議員

教育長と教育委員長には、答弁いただいて、ようはですね、先ほどいったように、やはり

生徒の命、またはその周辺の方々のためにもね、やはり一つの予算に対しては、やはりもう
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これ早急を要することやったわけですから、震災が終わった時には。だから今でも、今、先

ほどいうたように、この３億 ５，０００万円からの積み立てするんだったら、少々これからね、

何千万でできる、そういうときはやっぱり教育長らかも、強く要望してね、していただかな

ければ、こちら町長部局はなかなか優秀な人は多いけど、多いけどね、ちょっとパッとせん

とこもありますから、それでそういうとこで、早急にね、これもう本当に、これ入ってなか

ったというけども、来年のあるいは早急にもうできるという絵を書いておいてください。ね

っ、頼みます。

それで、今、町長言われたようにね、あれは無縁仏だと、どうだって、言うとるとこに問

題があるんですよ。無縁仏っていったら、そんなら所有者わかるんですか。わからんから、

時間かかるような処理の仕方ではあかんと。なんで。

処理しない、そんなら墓石はあのままほっとくっていうんですか。

川端龍雄議長

町長、私語はちょっとあの、質疑の時はちょっとご答弁は、指名してからのほうで。

６番 入江康仁議員

きつくちょっと注意してください。

冗談おいてね、町長、無縁仏というのは、先ほど言うたようにね、所有者がわからんから、

区でするのも、処理、困ってくんです。それで、あれは私、寺も行きました。無縁仏ばっか

ゃないと、性根抜きやってないのもほってあるということもありました、これはっきり言う

て。これはおっさん言うたんやで、和尚さんが言うたんやで、間違いないと思いますけどね、

だから、しとるとか、しとらんとか、別にしてね、撤去するときは、一旦それを積んだ車で、

和尚さんに性根抜きもう一回してもらったらいいんですよ。携わった人らにも弊害を加えた

らいかんから、ただ私は言いたいのは、あれを撤去するのは、町でやったったらどうだとい

うことを、私は言いたいんです、町長。

なっ、それをせんのやったら、私また引本区の区長とも話せんならん。ねっ、これはやは

り全体から早急にやろうと思うたら、いちいちぐだぐた負担をかけてやるような、引本区の

人らに負担かけてやるような問題じゃないと思う。全体のもんだから、引本地区の皆さんの

ご負担を、あれするんやったら、みんな町民がその地域、地区、地区にいろんなまた、して

もらわんなんかわからんから、それは大体理解してもらえると思いますよ、町長。

それで、あの五味課長言うたように、そのあんた無縁仏と今、町長言うたけど、あれ １，０

００万ぐらいかかるよと言うたけどやね、あれに対するいろいろなその持ち主の、所有者がお

８２



るということになるけど、そういうことも調べました。それもちょっと答弁ください。

それで、町長どのように、もうそのやるのか。これは引本区の人らも、みんな関心もって

聞いてると思いますから。

川端龍雄議長

五味危機管理課長。

五味啓危機管理課長

ただいまのご質問にお答えします。

それはですね、調べておりません。

川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

先ほどは申しわけございませんでした。

あのですね、墓石の問題はですね、それは避難路の問題とか、そういう問題とは別個の問

題ですもんで、例えば相賀区ですとね、大きく積んでありました。相賀区のほうでやはり処

分していただきました。それは墓を管理してですね、お金も取っとるのも相賀区で取ってで

すね、管理しているわけですから、そういった部分で、その無縁になった方、そういったも

のの処分は、町ではしておりません。それをやりだすとですね、この紀北町全体の墓のです

ね、無縁仏でいっぱい積んでありますんで、それをじゃあ引本避難路にかこつけて、もしや

ったとすれば、全町のその墓の無縁仏とか、いろいろそういうですね、後が子孫が途切れて

ですね、片づけたようなところのものまで、全部やらなきゃいけないということになります

んで、今回はこういう避難路の上で、避難路をつくる上で、障害のあるものを取らさせてい

ただいたり、安全なところへ動かさせていただくという考え方でやっておりますので、その

辺はご理解いただきたいと思います。

川端龍雄議長

入江康仁君。

６番 入江康仁議員

あのね、町長。そのさ、私はね、ほかに置いてある、無縁仏はわかりません。相賀地区と

か、ほかの地区は。私は引本だけです。ただ引本はなぜかというと、避難路に邪魔になると

こに置いてあるから、私は言っとんのですよ。相賀はどこへ置いてあんの、そんなら。そん

な避難路に関係のないところまで、置いてあるもので、とれとは言ってないですよ。避難路
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にたまたま弊害になるから、とってやったらどうだろう、ねっ、あなた理屈もええけど、幅

広げたらあかんよ、あんたは。いやいや、だからあんた口で、何でもパッパっていうたらあ

かんで、これ、皆さんどう思います、町民の皆さん。相賀地区がどこへ置いたって、私は相

賀地区の避難路に関係ないのとこまで取れとは言っておらんよ。

まして、その区でお金を取って管理しとるんやったら、それこそ区で管理でしょう。そこ

のとこをあんた理屈でいうとるような答弁じゃでなくて、もっとスムーズに行けるように、

今回は引本地区のとこの裏山、小学校、ねっ、引本小学校、あの幼稚園の小学校の、幼稚園

の方々の避難となるとこに弊害を起こさないように、またあの地区周辺に住んどる皆さんが、

さっと逃げられるように、広く、何路も集中しますから、これは。避難する時は。だからそ

の確保にも、あの石は今、撤去したったらいいよということなんですから。ねっ、私やった

ら何も、撤去こうこうでやりますよと、そんなもん。ねっ、それが、あんた住民目線のあん

た、町長の答弁じゃないですよ、町長、もっとよう答弁、考えやな。それで、できたら、そ

んならもう予算は付けないということですか、墓石に関しては。

地区から要望あっても、付けないということですか、そこのとこだけ、ちょっと確認して

おきます。

川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

ですからですね、何度も言うように、避難路のところで、邪魔になるというのか、避難す

るのに障害になるところは、移動したり、場所も地主の方も、空いているところを、ここも

使ってもらってもいいよというんで、その避難路に危険を、避難するのに危険を与える部分

については動かしたり、撤去しなきゃいけない部分もあろうかと思いますが、あくまでも避

難路を、安全に避難できる状態にはつくっていきたいと、そのように思っておりますので、

例えここで３０個が障害になったとなったら、３０個は撤去しなけりゃいけないかもわかりませ

んが、その障害にならないようなところに、 １００、２００ 、あったりとしても、それは片づけ

る考えは、今のところ持っておりません。

川端龍雄議長

ほかに質疑される方はございませんか。

５番 瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員
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瀧本。今ね、私、五味課長から聞いとって、 １，０５０万円付いているですね、予算が付いて

いるんでしょう。この ４，８００万の中で、引本の地区には １，０５０万付いているんでしょう。付

いておるんでしょう。いわゆる １１０ｍの２ｍどれだけのね、そうすると墓石が邪魔になるか

どうかいうのは、別問題として。その確認なもんですから、この ４，８００万のですね、詳細で

すね、先ほど玉津議員が質問したように、詳細を配付してください。ねっ、それが１点と。

後、ここにですね、消防費がですね、これ一般財源ですけども、報酬を含めて １，０８５万 １，

０００円、この内訳ですね、 １２７万 ５，０００円、消防団等に ９５７万 ６，０００円、それとその災害対

策費のですね、職員の時間外手当 ３１０万、これのいわゆる基礎計算をですね、お示しくださ

い。

川端龍雄議長

五味課長。

５番 瀧本攻議員

それから引本のことも答えてください。

五味危機管理課長

引本のですね、津呂町の津波避難路設置工事につきましては １，０５０万円を計上予定してお

ります。

それとですね、消防費のことでございますけども、まずですね、非常備消防のですね、１２

７ 万 ５，０００円につきましての、消防団のですね、７月１９日、２０日のですね、台風６号に伴い

ます警戒出動のためのですね、手当の増額でございます。それと、それが ４，６００円の ２７７人

が、出ておりますので、その分の補正でございます。

それとですね、負担金、１９の負担金、補助及び交付金の ９５７万 ６，０００円の内容でございま

すけども、このですね、内容につきましてはですね、東日本大震災による消防団員等公務災

害補償等責任共済等に関する法律施行の改正に伴いまして、契約掛金の増額でございます。

それでですね、この理由はですね、東北大震災ではですね、消防団員が死亡、行方不明とい

うことで、通知を受けた分のことなんですけれども、８月３日現在でですね、 ２５１人以上を

上回っとるということで、その多くは公務中の災害であり、補償する必要があるということ

で、その財源を確保するための補正でございまして、その内容につきましては、これまでで

すね、掛金が １，９００円でございました。今年、今回に限りですね、２万 ４，７００円という掛金、

１人当たりになります。２万 ２，８００円の増額でございまして、これはですね、消防団員の条

例、定員数ですね、 ４２０名というふうになっておりますので、この分のですね、当初にみて
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いたのに追加ということでですね、今回 ９５７万 ６，０００円を追加ということになります。以上

でございます。

それとですね、職員の時間外手当 ３１０万円の内訳ですけども、職員の時間外につきまして

はですね、これも７月１９日、２０日のですね、台風６号に伴う災害特別警戒の時間手当でござ

いまして、内容はですね、 １４２名がですね、警戒にあたってということで、危機管理課職員

とですね、総務室職員につきましてはですね、２４時間ほどの警戒にあたっておるということ

で、その他の職員につきましてはですね、１３時間から１５時間ということでですね、それぞれ

の積み上げでですね、 ３１０万円の予算計上になったということでございます。以上でござい

ます。

川端龍雄議長

５番 瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

消防団員のですね、東北のね、方が亡くなって、積み上げてあったお金がですね、その補

償が間に合わないということで、各市町村に負担がきたんだと思うんです。もう枯渇しとる

わけですね。消防団員に対する補償、亡くなった方に。消防団に対するやつは、ちゃんとあ

りますけどね、消防団員じゃないわけです。だから、２万 ４，７００円、 １，９００円から上げるん

ですけども、これは今年限りですか、それとも、これからも出てくるんですか、おそらくこ

れ積み上げていかんとですね、日本全国の消防団員のですね、そういうこと災害に対する、

死亡に対する、いわゆるものがなくなってきとるわけで、枯渇してね。その辺のところはど

うですか。

川端龍雄議長

五味危機管理課長。

五味危機管理課長

通知を見てみますとですね、今年度限りということで、このお金につきましてはですね、

特別交付税でですね、町のほうには返ってくるというふうなことで、聞いております。以上

でございます。

川端龍雄議長

よろしいですか。

ほかに質疑される方はございませんか。

１７番 中本衛君。
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１７番 中本衛議員

私のほうからは、２４ページの教育費について、お伺いいたします。３目の教育振興費の中

で、国語力向上支援事業５０万円が計上されておりますが、この事業の内容と、どういう施策

なのか、お伺いしたいと思います。

川端龍雄議長

安部教育長。

安部正美教育長

お答えいたします。これは、三重県の新規事業でございまして、学力の定着、向上事業の

一環として、平成２３年度、２４年度の２カ年事業で、国語力向上支援事業を実施するものでご

ざいます。

川端龍雄議長

中本衛君。

１７番 中本衛議員

県からの新規事業で、そういうふうに委託されておると思うんですが、平成１９年度からだ

ったと思うんですが、全国学力テストというのが行われてますね、そんな中で、三重県は全

国最低レベルではないだろうかと、このようなことを報じられておりましたが、そんな中で

我が町もそういう、どういうレベルにおるのかわかりませんが、県下ではですね、三重県で

は全国の１９年度では、４２位。２０年度は全国で４３位。２１年度は全国で４５位。２２年度は４５位であ

り、現在のところ２年連続してですね、本州最下位ということをうたわれておりますね。

そんな中で、我が町のいうたら生徒、レベル等は、どのぐらいのものなのか、把握してい

るのか、してないのか、お伺いします。

川端龍雄議長

安部教育長。

安部正美教育長

その学力テストにつきましては、市町村単位の集計というのはないんです。データはない

んです。ですから、紀北町のレベルはどうなんかと言われましても、全国レベルとですね、

データがありませんので、比較することができないんです。ということで、現在、今のとこ

ろは紀北町はどうなんかと言われましても、なかなかお答えはしにくいかなと思います。

川端龍雄議長

中本衛君。
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１７番 中本衛議員

そういうデータがないということですが、紀北町としても、町としてはですね、そのよう

な全国学力テストを受けたんでしょう。受けてますわね。受けたのにも関わらず、そのデー

タがない、言えんのかどうかはわかりませんが、もしそこらのことが、やっぱりこう、それ

はある程度、各学校、紀北町なんか、そこらデータを持っとると思うんで、なけりゃですね、

自分とこの学校の教育の中で、学力がどれぐらいまでか、把握してなければ、今回、このよ

うな問題がなんで生じてきたかということが、そこで飲み込めて、こういうことを勉強し、

こういう指導も受けたらいいとか、出てくると思うんですね。

そんな中で、こういう学力テストの成果自身が、やっぱり町当局としても、そこらがわか

るようなことを、あってもええんじゃないかって、それをまず自分たちで把握し、それを公

表するのか、しないのか、そこまで一応検討していただいてですね、今後そういうことにも

やっぱり前向きに取り組んでいくべきではないのかと思いますが、教育長。

川端龍雄議長

安部教育長。

安部正美教育長

公表につきましては、やはり文科省自体のこの学力テストに関する考え方としましては、

過度競争とか、過度の序列になっては困るということでですね、今のところ文科省としまし

ては、県単位のデータはあるんです、県単位はね、それが新聞に載っておるんだと思います。

ですから、学校単位は、それぞれの学校はどれだけというのがあるんですけれども、それ

が平均してどうなのかと、だから他の市町村と比べるということも、そこまでは今のところ

はできないということなんです。

それで、私たちとしましては、とにかく学力テストを一つのツールとして、何のツールか

といいますと、学力を向上させていく、この紀北町の子どもたちの学力を、少しでも向上さ

せたいと。そのためにもやはり教員の研修も大事であろうと、してそういうような学力テス

トを使ってですね、どこにそれぞれの学校が課題があり、どこがうちの学校の強みであろう

か、あるいは弱いところであろうかって、それを基にして自分たちの学校の強み、弱みを知

ってもらって、弱みのところを伸ばして、強みに変えられるような研修をやっていくと、そ

ういう意味で今年度と来年度ですね、紀北町としましては、学力向上を少しでも上げていき

たい。そして、確かな学力を定着させたいと、そういうようなことで取り組んでおります。

そしてまた３月議会でお認めいただきました、読書もですね、読書指導のほうも、今年度
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は力を入れて、今やっておりますので、合わせて紀北町の子どもたちの力を伸ばしていきた

いなと、そういうふうに考えておるところでございます。

川端龍雄議長

ほかに質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

これで、議案第３３号についての質疑を終わります。

川端龍雄議長

ここで暫時休憩します。

再開は、３時２０分から再開いたします。

（午後 ３時 ０７分）

川端龍雄議長

休憩前に引き続き、会議を開きます。

（午後 ３時 ２０分）

日程第１１

川端龍雄議長

次に、日程第１１ 議案第３４号 平成２３年度紀北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号）を議題といたします。

質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長
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以上で、質疑を終わります。

日程第１２

川端龍雄議長

次に、日程第１２ 議案第３５号 平成２３年度紀北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。

質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

日程第１３

川端龍雄議長

次に、日程第１３ 議案第３６号 平成２３年度紀北町介護サービス事業特別会計補正予算（第

１号）を議題といたします。

質疑を行います。

質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

日程第１４

川端龍雄議長

次に、日程第１４ 認定第２号 平成２２年度紀北町一般会計歳入歳出決算認定についてを議
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題といたします。

質疑については、まず歳入全般についての質疑を行い、歳出については、３３ページの１款

・議会費から、６５ページの６款・商工費までと、６５ページの７款・土木費から９３ページの財

産に関する調書までの３分割で質疑を行います。

それでは、まず１３ページから３２ページまでの歳入全般についての質疑を行います。

質疑される方はありませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

次に、歳出３３ページの１款・議会費から６５ページの６款・商工費までの質疑される方はご

ざいませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

次に、６５ページの７款・土木費から９３ページの財産に関する調書までの質疑を行います。

質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

日程第１５

川端龍雄議長

次に、日程第１５ 認定第３号 平成２２年度紀北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定についてを議題といたします。

質疑される方はございませんか。

（「特別委員会一任」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

はい、わかりました。
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以上で、質疑を終わります。

日程第１６

川端龍雄議長

次に、日程第１６ 認定第４号 平成２２年度紀北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についてを議題といたします。

質疑される方はありませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

日程第１７

川端龍雄議長

次に、日程第１７ 認定第５号 平成２２年度紀北町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定についてを議題といたします。

質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

日程第１８

川端龍雄議長

９２



次に、日程第１８ 認定第６号 平成２２年度紀北町水道事業会計決算認定についてを議題と

いたします。

質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

これで、各議案に対する質疑を終了しました。

報告案件

川端龍雄議長

続きまして、報告案件に入ります。

お諮りします。

報告第６号から報告第９号の４件の報告案件については、提案理由並びに内容説明を求め

るため、一括して説明を求めることにしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

異議なしと認めます。

したがって、報告４件については、一括して提案理由並びに内容説明を求めることにいた

します。

それでは、提案者から一括して提案理由の説明を求めます。

尾上町長。

尾上壽一町長

それでは、４件の報告案件につきまして、ご説明を申し上げます。

報告第６号 平成２２年度健全化判断比率の報告についてでありますが、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、平成２２年度紀北町における健全化判断

比率を監査委員の意見を付けて、報告するものであります。

報告第７号 平成２２年度公営企業に係る資金不足比率の報告についてでありますが、これ
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につきましても、報告第６号と同様、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１

項の規定により、平成２２年度紀北町の公営企業における資金不足比率を監査委員の意見を付

けて報告するものであります。

報告第８号 専決処分の報告についてでありますが、平成２３年５月１６日、午前１０時３０分ご

ろ、矢口浦地内の町道白越船越線桂城隧道におきまして、走行中の乗用車が隧道内の落石に

乗り上げ、車体を損傷しました。その後、８月８日に車両の損傷に対する損害賠償額を２４万

７，５００円として和解が成立し、地方自治法第 １８０条第１項の規定により専決処分いたしまし

たので、議会に報告しようとするものであります。

報告第９号 専決処分の報告についてでありますが、平成２３年７月２２日、午前９時４５分ご

ろ、紀北町役場本庁駐車場におきまして、福祉保健課職員が運転する公用車が、駐車中の車

に接触し、相手方車両を損傷させました。その後、８月１９日に車両の損傷に対する損害賠償

額を２３万 ７０３円として和解が成立し、地方自治法第 １８０条第１項の規定により専決処分いた

しましたので、議会に報告しようとするものであります。

以上、４件の報告につきまして、提案理由をご説明申し上げましたが、報告第６号及び第

７号の詳細につきましては、それぞれ担当に説明いたさせますので、よろしくお願いを申し

上げます。以上です。

川端龍雄議長

続いて、報告第６号についての内容説明を求めます。

堀財政課長。

堀秀俊財政課長

報告第６号について、説明をさせていただきます。

議案書の１６ページをお願いいたします。

報告第６号 平成２２年度健全化判断比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項の規定に

より、平成２２年度健全化判断比率を別紙監査委員の意見をつけて報告する。

平成２３年９月６日提出

紀北町長 尾上壽一

法律第３条第１項の規定によりまして、地方公共団体の長は毎年度、前年度の決算の提出

を受けた後、財政の健全化判断比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類を、監

査委員の審査に付しその意見を付けて当該健全化判断比率を議会に報告し、かつ公表を行う
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ものであります。

健全化の判断比率には、実質赤字比率、連結赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の

４つの項目がありまして、この比率が基準以上になると、財政の健全化や再生のための計画

を策定しなければならないこととなっております。

１７ページをご覧ください。

初めに実質赤字比率でありますが、赤字が生じておりませんので数値の記載がございませ

ん。

次に、連結実質赤字比率につきましても、同様に赤字が生じておりません。

次に、実質公債費比率でありますが、１１．３％で、前年と比べまして １．９％の改善となって

おります。参考に記載しております、早期健全化基準の２５％に比べましても低い数値となっ

ております。

次に、将来負担比率でありますが、４２．７％で、前年と比べまして１４．１％の改善となってお

ります。地方債残高は増加したものの充当可能な基金が増加したことが主な要因でありまし

て、早期健全化基準の ３５０％と比べましても低い数値となっております。

以上、いずれの数値も基準をクリアしたものとなっております。

なお、１８から１９ページにつきましては、紀北町監査委員さんによる意見書であります。以

上で説明を終わらせていただきます。

川端龍雄議長

次に、報告第７号についての内容説明を求めます。

橋倉水道課副参事。

橋倉一樹水道課長副参事

報告第７号 平成２２年度公営企業に係る資金不足比率の報告についてを、説明をさせてい

ただきます。

議案書の２０ページをお願いします。

報告第７号 平成２２年度公営企業に係る資金不足比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第２２条第１項の規定に

より、平成２２年度資金不足比率を監査委員の意見を付けて報告する。

平成２３年９月６日提出

紀北町長 尾上壽一

２１ページをお願いします。
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法律第２２条第１項の規定によりまして、公営企業を経営する地方公共団体にあっては、毎

年度公営企業の経営の健全性を示す指標として、資金不足比率を算定し、監査委員の審査に

付したうえ、議会で報告し、かつ公表を行うものであります。

資金不足比率とは、公営企業の資金不足額を公営企業の財政規模であります営業収入、料

金収入でございますが、の規模と比較して明らかに、経営状況の深刻度を示すものです。こ

れが経営健全化基準２０％以上となった場合には、経営状況が悪化した要因の分析を踏まえ、

資金不足比率を経営健全化基準未満とすることを目標として、経営健全化計画を定めなけれ

ばなりません。

本町水道事業会計の資金不足比率については、資金不足額が生じていないことから、当該

比率が該当なしとなります。

平成２２年度におきましては、経営健全化基準を十分に満たしている状況でありますが、今

後も事業の経営状況を把握し、必要に応じて適切な健全化対策を講じるよう努めてまいりま

す。なお、次ページの２２ぺージ、２３ページにつきましては、紀北町監査委員さんによる意見

書であります。以上でございます。

川端龍雄議長

以上で、説明を終わり質疑に入ります。

日程第１９

川端龍雄議長

日程第１９ 報告第６号 平成２２年度健全化判断比率の報告についてを議題といたします。

質疑される方はありませんか。

１２番 松永征也君。

１２番 松永征也議員

実質公債費比率なんですけれどもね。１１．３％ということで、前年よりも １．９％と大幅にで

すね、改善がされてきておるということで、大変、喜ばしいことだと思うんですが、３カ年

の多分平均値なんでしょうけども、その理由ですね、理由をお聞きしたいと思います。

川端龍雄議長

堀財政課長。

９６



堀秀俊財政課長

お答えさせていただきます。その理由はですね、３点ほどございます。まずですね、合併

前に地方債発行額を抑制、合併後ですね、地方債発行額を抑制しましたり、繰上償還したこ

とによりまして、公債費としての支出の一般財源が減少したということ。それから、交付税

の基準財政需用額に算入をされた公債費の額が増加したということ。それからもう１つは、

割返す数字になるわけなんですが、標準財政規模がですね、大きくなったことと、分母が大

きくなりましたんで、率が下がったということでございます。

川端龍雄議長

ほかに質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

日程第２０

川端龍雄議長

次に、日程第２０ 報告第７号 平成２２年度公営企業に係る資金不足比率の報告についてを

議題といたします。

質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

日程第２１～２２

川端龍雄議長

次に、報告第８号、報告第９号の専決処分の報告の２件については、基本的には議会の委

任による専決処分であることから、質疑は行わないとされておりますが、先ほどの説明にお
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いて、内容等について不明瞭な点があれば、再度説明を求めるということで、発言を許した

いと思います。

報告第８号、報告第９号の２件について、一括して議題といたします。

発言される方はありませんか。

１８番 北村博司君。

１８番 北村博司議員

一括してお尋ねいたしたいと思います。８号のケースはちょっとひとつよくわかりません

けど、９号の場合は明らかに無過失での相手方の車を壊した。なぜ被害者が実名が公表され

んなんのですか。これは個人情報保護法とかその辺の関係についての、この正確な、法的な

解釈をお聞かせいただきたいと思います。ねっ、いわゆる第１当事者といわれる、加害のほ

うが伏せられておるのに、なんで被害者のほうが実名を公表されんならんのですか、公にさ

れんならんのですか。

その辺の法的な、厳密な解釈をお答えいただきたいと思います。

明らかに無過失ですよ、これ、駐車場にて駐車してて。

川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

北村議員、私今、現時点でですね、法的なことを解釈できるほどの知識もっておりません

ので、そこら辺、担当のほうで今、法的なところまではわかりますかな。ちょっと今、現時

点ではわからないと思いますので、ちょっとその辺、勉強させていただくということではい

かがでしょうか。

１８番 北村博司議員

ちょっと補足を。

川端龍雄議長

どうぞ、北村議員。

１８番 北村博司議員

これは個人情報保護法をね、情報公開条例とともに、個人情報保護条例かな、国の法律も

ありますけれども、明らかに無過失のいわば １００対０の関係で、なぜ実名が公表されんなら

んのですか。しかも敬称も何も付いてませんわね、呼び捨てですわな。誤解、招きますよ、

一般の人は、これは。当然、公表される文章やで、これは活字になる可能性もあるし、これ
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までもずっとそうやけども、なぜこういう書式をとっとんのか。これはきちんと説明してく

ださい。誰が制作しとるんですか、総務課長。この議案書は。誰がつくっとんの。それで副

町長、法学部じゃなかったん。国立大学の、しかも。国立大学の法学部のはずやで、確か。

確かそうやったと思うわ。いやそれはともかくとして、この議案の作成者、作成者が責任持

って答えてください。

川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

作成者は別個といたしましてもですね、提出しているのが私でございますので、ただその

法的な部分がですね、今、先ほど申し上げましたように、ちょっと今までの慣例にならった

ような形で提出させていただいております。議員おっしゃることもですね、重々わかります

ので、勉強させていただくということでは、だめでしょうか。

１８番 北村博司議員

副町長、答えて。

川端龍雄議長

山岡副町長。

山岡哲也副町長

私もですね、実を言いますと、明確な。

川端龍雄議長

ちょっともう少しマイク聞こえるよう、大きな声で言ってください。

山岡哲也副町長

はい。私もちょっと明確な答えというのは、ちょっと致しかねるんですけれども、専決処

分ということで、本来はですね、議会で議決すべき案件をですね、一定の議会から委任を受

けた範囲内で専決するわけでございますので、個人情報保護法のちょっと前ですね、施行さ

れる前のことを考えますと、おそらくその当事者というんでしょうかね、やはり明確にしな

いと、どういった内容の案件で和解をし、相手方は誰で、どこにどのような方だというのを

明確にしないと、議会に対する報告としてはですね、不十分であったというのが、個人情報

保護法の前の段階でありましたらですね、おそらくそういった理由でですね、より明確に示

すということがあったと思うんですね。

で、議員言われるように、その個人情報保護法が施行されてもう数年経つわけなんですけ
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れども、実をいいますと、その関係でそういったいわゆる契約、和解の内容をですね、明確

に示すという行政上のですね、要請とですね、個人情報保護法の保護すべき個人の利益とい

うものの、どちらのバランスかということが、今、議員言われるように、確かに問題かと思

うんですけれども、ちょっと私、今、現在は即答しかねるのが現状でございます。おそらく

今までこういった形で進めてみえたのはですね、より議会に明確なですね、内容等をですね、

示すということであったかと思うんですけれども、今の段階ではですね、非常にただちにで

すね、こうやって名前を出すことがですね、個人情報保護法に問題、抵触するような問題な

のかどうかは、少し時間いただいてですね、ちょっと調べる必要があるのかなというのが、

今の正直なところでございます。

川端龍雄議長

どうぞ、北村議員。

１８番 北村博司議員

最終日までに、この解釈、文書で本会議に提出するよう、法的な解釈、要請してください、

議長。いやいや、問題ありませんていうんやったらいいんですよ。だから、国なり県なり、

そういう内閣の法制局かな、一番の権威は、その辺とも照会した上で。

川端龍雄議長

今、北村議員言うように、町長そのように処理してください。よろしいですか。

ほかに質疑される方は、５番 瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

これは示談書を交わされとると思うんです。やっぱりこういう書き方はまずいですね。や

っぱりね。被害者の方は、様だとか、付けるべきで、議場でね。

それと、２点ほどお伺いいたします。１点はですね、このいわゆる １００：０の車にぶつけ

た町の職員の方に対して、町としてどういう、いわゆる措置をされたか、ということは、町

に対して結局損害を与えたということになるんで、ねっ、ちょっと聞いてください、町長。

聞いてから相談してもらいたい。

それともう１点はですね、この前も副町長と話しとったんですけども、庁用車はですね、

２３社、損保会社ありますわね。今、合併で広いですけども。その中にあってですね、これ自

治労かなんかに入っとるらしいんですね。自治労の保険かなんかにね。特別な保険に。それ

で今、一番問題になっとるのは、これから事故が起こる可能性は大ですよ。聞いたところに

よると、車両差損は付加されてないんです、町の保険ね。車両差損っていうのはね、今、長
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く車を乗るでしょう、ちょっとこれから外れるかわからんけども、１０年も乗るでしょう、１０

年乗ったらですね、価値が１０万とするでしょう、それをぶつけた場合に２０万円かかるとする

と、その保険に入ってないと１０万円も出やんのです。今、これ問題になってとるのや、社会

問題に。副町長、勉強してくれましたか。その２点についてお願いいたします。

川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

職員を呼びまして、しっかりときつく、注意いたしました。口頭注意ですけど。

川端龍雄議長

瀧本攻君。

５番 瀧本攻議員

口頭注意ということはですね、これから公僕の方がですね、これ事故を起こされたら大変

ですよ。たまたま相手側がですね、非常に紳士な方でええけどさ、これ紳士やなかったら、

ガタガタ言わされるよ、本当に。だから、もうちょっと厳重なですね、書面でもってしない

とですね、職員そのものにインセンティブはかからんですよ。違う、町長。これはね、普通

の会社でもやりますよ。 １００：０の事故を起こしたんやったら、これ １００：０の事故や、駐

車場の車に当てたったんやで、こんなもんいうたらですね、ボーッとしとるしかないんです

よ。それやで、町が交通安全、交通安全いうとんのにですね、その職員に対してですね、注

意だけではちょっと緩いんじゃないの、それは。ちょっと考えてくださいよ、その辺は。

川端龍雄議長

尾上町長。

尾上壽一町長

おっしゃるとおり、事故がですね、ある意味たえない部分というもございます。そういう

ことで、交通安全のですね、先だっても講習、研修会もさせていただいて、しっかりとそう

いう対応もいたしております。しかし、常にこうやって専決処分を出すような状況になるの

も事実でございますので、そういった部分をですね、私も含めて職員にきつく、交通安全等

につきまして、しっかりと注意喚起しましてですね、こういうことがないように、しっかり

とやっていきたいと思いますんで、どうもご理解お願いいたします。

川端龍雄議長

瀧本攻君。
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５番 瀧本攻議員

町長、しっかりとやっていただくということやで、１つのこういう事故に対するマニュア

ルをつくってですね、ちゃんとその職員に対して、インセンティブをかけてほしいと、これ

をお願いしますよ。ねっ、町の職員が事故したらですね、相手が悪かったらね、大変なこと

になるんやから。副町長。

川端龍雄議長

山岡副町長。

山岡哲也副町長

昨日ですね、瀧本議員のほうから極めて専門的な保険に関するお話を、いろいろ聞かせて

いただいたんですけども、ちょっと私、理解できないところもありまして、恐縮でございま

す。今、現在、町が入っておりますですね、いわゆるその自動車の損害保険というのは、全

国自治共済自動車損害共済というものでございます。その制度に入っておりまして、全国の

自治体の多くが入っておりまして、それで自動車のいわゆる損害保険の対応をしとるわけで

ございます。

議員、言われるいわゆる車両保険、いわゆる再取得価格とかですね、それに対する差金が

出るような保険という制度には、この共済はなっておりません。議員言われるように、いろ

いろ今、自動車事故をめぐる状況はいろいろ変わっておって、無保険者が多いとかですね、

車に乗っている期間が長い人が増えているとかいうことを、もうちょっと含めてまして、ち

ょっと担当する財政課とともにですね、研究していきたいなと思っております。以上です。

川端龍雄議長

よろしいですか。

ほかに質疑される方はございませんか。

６番 入江康仁君。

６番 入江康仁議員

今、副町長言われたようにですね、その全国自治労っていうの、それとね、民間の私は思

うのには、やはり査定の仕方が違うと思うんですね。多分、瀧本議員が言われたような差額

はね、多分自治労のこの行政のあれでしょう、固まりでやっとる保険のあれじゃないの、団

体じゃないの。そうでしょう。違うの、そのあれは。まあそれはちょっと後で。だったら多

分ね、その査定の車両の保険の査定の仕方もいって、大体全面 １００％は町が入っとるとこの

あれをしたら、出るようになっとるはずです。それちょっとよう調べてみない。ここはちょ
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っと見解違うけど、そういうふうになってとるはずや、民間の富士火災とか、いろんなのあ

るでしょう、そういうとこの査定の仕方は、確かに瀧本議員が言われたように、１０年たって

車両は３０万円だと、価値はね。そうして入ってわけ。ただ５０万円だよと、修理代も３０万円し

か出ない、この差額が出るということらしいんですけど、今のあれでは、その自治労のあれ

はちゃんと５０万やったら５０万円入っとる、査定はないと思いますよ。そこ調べておいてくだ

さい。それだけ言っておきます。はい。

川端龍雄議長

ほかに質疑される方はございませんか。

（「な し」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

以上で、質疑を終わります。

それでは、４件の報告案件については、聞き置くことし、なお一層また職員の方の交通事

故がないように努めてもらうようにお願いいたします。

日程第２３

川端龍雄議長

次に、日程第２３ 請願案件を議題といたします。

お手元に配付の請願文書表のとおり、請願３件をここに受理することとし、別紙請願文書

表を朗読させ、説明に代えさせていただきます。

羽根川議会事務局長。

羽根川政昭議会事務局長

それでは、請願文書表により請願を説明させていただきます。

平成２３年９月紀北町議会定例会、請願文書表、請願第１号でございます。

受理年月日は、平成２３年８月１７日でございます。

件名、「教職員定数改善計画」の着実な実施と教育予算拡充を求める請願書

請願の趣旨でございます。子どもたちの「豊かな学び」の保障に向け、「教職員定数改善

計画」の着実な実施と教育予算の拡充を行うよう決議いただき、国の関係機関に意見書を提

出いただきたいというものでございます。

１０３



請願者の氏名でございます。紀北町ＰＴＡ連絡協議会会長 河村幸信、三重県紀北町校長

会会長 浅原俊昭氏、三重県教職員組合紀北支部支部長 奥村健二でございます。

紹介議員でございます。玉津充議員でございます。それから、平野倖規議員、奥村仁議員

の３名でございます。

付託委員会は教育民生常任委員会でございます。

続きまして、請願第２号でございます。受理年月日、平成２３年８月１７日でございます。

義務教育費国庫負担制度の存続と全額国負担を求める請願書

義務教育費国庫負担制度が存続され、全額国負担となるよう決議いただき、国の関係機関

に意見書を提出いただきたいというものでございます。

請願者、紹介議員、付託委員会は請願第１号と同じでございます。

続きまして、陳情第３号 受理年月日は、平成２３年８月１７日でございます。

保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める請願書

保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度が拡充するように決議いただき、現行の

奨学金制度等の県の事業の拡充とともに、国の関係機関に意見書を提出いただきたいという

ものでございます。

請願者、それから紹介議員、付託委員会につきましては、請願第１号と第２号と同じであ

ります。

以上でございます。

川端龍雄議長

以上で、請願案件の説明を終わります。

なお、受理した請願については、文書表のとおり所管の常任委員会に付託することとなり

ますので、ご報告申し上げます。

以上で、今回提案されました。

６番 入江康仁議員

議長、この請願に対してさ、いいですか。

川端龍雄議長

入江議員。

６番 入江康仁議員

提出先は、菅直人にまだなっとんのに、ええの、これで。内閣総理大臣は菅直人になっと

んの、これでいいんですか。文部大臣もいいんですか。そこだけ確認します。
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川端龍雄議長

請願者の提出で、その時点でなっておりますのでね、こちらからちょっと訂正できないそ

うです。

６番 入江康仁議員

それでええの。

川端龍雄議長

また意見書で出す時点で、はい。

よろしいですか。

以上で、今回、提案されました事件、すべて終了いたしました。

川端龍雄議長

決算認定議案が提出されたことにより、追加議案を提出するため、この場で少し暫時休憩

いたします。この場でお待ちいただきたいと思います。

（午後 ３時 ５５分）

川端龍雄議長

休憩前に引き続き、会議を開きます。

（午後 ３時 ５６分）

日程の追加

川端龍雄議長

本日、決算認定議案が提出されたことにより、決算特別委員会の設置に関する発議案を提

出いたします。

お諮りします。

これを日程に追加し、追加日程第１として、議題といたしたいと思いますが、ご異議ござ

いませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

異議なしと認めます。

したがって、発議第５号は日程に追加し、追加日程第１として、直ちに議題とすることに

決定しました。

追加日程第１

川端龍雄議長

追加日程第１ 発議第５号 決算特別委員会設置に関する決議を議題といたします。

お諮りします。

本件については、決算認定議案５件を審査するため、委員会条例第６条の規定により 委

員７人で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託して審査することとし、また申請期

限については、審査が終了までとし、閉会中もなお審査を行うことにいたしたいと思います

が、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

異議なしと認めます。

したがって、決算認定の審査にあたっては、委員７人で構成する決算特別委員会を設置し、

これに付託して審査を行うことに決定しました。

決算特別委員会委員の指名

川端龍雄議長

お諮りします。

ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条の規

定により、議長において指名することにしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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川端龍雄議長

異議なしと認めます。

したがって、委員の選任については、議長において指名することに決定しました。

お諮りします。

決算特別委員会の委員に、

２番 東 貴 雄 君 ３番 樋 口 泰 生 君

４番 大 田 哲 生 君 ５番 瀧 本 攻 君

６番 入 江 康 仁 君 １２番 松 永 征 也 君

１３番 平 野 隆 久 君

の７人を指名いたします。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

異議なしと認めます。

したがって、決算特別委員会委員に、ただいま議長が指名しましたとおり、選任すること

に決定いたしました。

川端龍雄議長

決算特別委員会の委員が決定いたしましたので、委員会条例第１０条第１項の規定により、

直ちに決算特別委員会を招集し、委員長の互選を行うことにいたします。

なお、委員長の互選に関する職務は、同条第２項の規定により、年長委員が行うことにな

ります。

また、委員長が決定しましたら、新委員長の招集した委員会に切り替えていただき、副委

員長の互選を行っていただきたいと思います。

川端龍雄議長

ここで、午後４時１０分まで、暫時休憩いたします。

１０分から再開いたします。
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（午後 ４時 ００分）

川端龍雄議長

休憩前に引き続き、会議を開きます。

（午後 ４時 １０分）

川端龍雄議長

ただいまの互選の結果についてを報告いたします。

決算特別委員長に、平野隆久君

副委員長に、瀧本 攻君が就任されました。

決算審査にあたってはよろしくお願いします。

委員会付託

川端龍雄議長

お諮りします。

本日議題となっております各議案については、会議規則第３９条第１項の規定により、別紙

委員会付託表のとおり、それぞれ担当委員会に付託することにしたいと思いますが、ご異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

川端龍雄議長

異議なしと認めます。

したがって、別紙委員会付託表のとおり、各担当委員会に付託することに決定いたしまし

た。

なお、各常任委員会の開催日につきましては、明日の７日は総務財政常任委員会、８日は

教育民生常任委員会、９日は産業建設常任委員会の開催となっております。

いずれも午前９時３０分から開催となります。委員会の運営については、各委員長において
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取り計らってくださるようお願いします。

最後に、議員の皆様にお願いします。

やはりいろいろ審議の過程において、大変エキサイトをする場面もありますが、やはり町

民の皆様も十二分にテレビも見ておりますこともありますし、やはり最低のマナーを、議員

としてのマナーを今後守っていただくようにお願いいたします。

川端龍雄議長

これで、本日の日程は全部終了いたしました。

本日は、これで散会いたします。

（午後 ４時 １０分）
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